
衆
院
選
不
振
で
求
心
力
低
下

に
沿
っ
て
い
る
こ
と
も
確
認
し

た
。
手
続
き
に
瑕
疵
は
な
い
」

と
話
し
た
。
認
可
で
来
年
４

月
の
開
学
が
正
式
に
決
定
。

１
９
６
６
年
以
来
５
２
年
ぶ

り
に
獣
医
学
部
が
新
設
さ
れ

る
。

　

設
置
審
は
答
申
に
至
る
ま

で
に
、
学
園
の
計
画
に
は
教

育
課
程
や
組
織
編
成
、
獣
医

師
の
需
要
見
込
み
な
ど
に
不

十
分
な
点
が
あ
る
と
し
て
多

数
の
是
正
意
見
を
付
け
て
い

た
。
学
園
が
修
正
を
重
ね
て

是
正
意
見
は
全
て
ク
リ
ア
し

た
が
、
野
党
は
こ
う
し
た
経

緯
か
ら
、
特
区
で
の
学
部
新

設
を
認
め
る
際
に
政
府
が
設

け
た
「
既
存
の
大
学
で
は
対

応
困
難
」
な
ど
の
４
条
件
を

学
園
の
計
画
が
満
た
し
て
い

る
の
か
疑
問
視
し
て
い
る
。

　
【
共
同
】
希
望
の
党
の
小
池
百
合
子
代
表
（
東
京
都
知
事
）
は
１
４
日
の
両
院
議

員
総
会
で
、
代
表
辞
任
の
意
向
を
表
明
し
た
。
後
任
に
玉
木
雄
一
郎
共
同
代
表
を

推
し
、
自
身
の
辞
任
と
と
も
に
了
承
さ
れ
た
。
古
川
元
久
衆
院
議
員
の
幹
事
長
起

用
な
ど
の
役
員
人
事
も
承
認
さ
れ
た
。
小
池
氏
は
先
の
衆
院
選
が
不
振
に
終
わ
り
、

求
心
力
が
低
下
。
新
執
行
部
発
足
を
受
け
、
都
政
専
念
を
決
断
し
た
。「
一
枚
看
板
」

の
小
池
氏
が
退
き
、
党
運
営
は
混
迷
を
深
め
そ
う
だ
。

　

希
望
は
９
月
２
５
日
設

立
。
衆
院
選
で
政
権
交
代

を
視
野
に
定
数
の
過
半
数

（
２
３
３
議
席
）
を
上
回
る

２
３
５
人
を
擁
立
し
た
。
小

池
氏
は
消
費
税
増
税
の
凍
結

な
ど
を
公
約
に
掲
げ
、
安
倍

晋
三
首
相
（
自
民
党
総
裁
）

へ
の
対
決
色
を
前
面
に
出
し

た
。

　

し
か
し
民
進
党
と
の
合
流

方
針
を
巡
り
、
政
策
や
理
念

が
合
わ
な
い
候
補
者
を
選
別

す
る
「
排
除
の
論
理
」
を
展

開
。
民
進
党
の
リ
ベ
ラ
ル
系

議
員
が
反
発
し
、
立
憲
民
主

党
設
立
の
契
機
と
な
っ
た
。

　

衆
院
選
で
は
小
池
氏
の
発

言
へ
の
批
判
が
高
ま
る
一

方
、
立
憲
民
主
が
支
持
を
拡

大
。
希
望
は
公
示
前
の
５
７

議
席
を
下
回
る
５
０
議
席
に

と
ど
ま
り
、
立
憲
民
主
に
野

党
第
１
党
の
座
を
許
し
た
。

選
挙
後
、
小
池
氏
は
「
お
ご

り
や
慢
心
が
あ
っ
た
」
と
謝

罪
し
た
。
共
同
通
信
社
の

１
１
月
の
世
論
調
査
で
政
党

支
持
率
は
５
・
７
％
に
と
ど

ま
っ
た
。

都
政
専
念
、後
任
玉
木
氏

た
野
党
の
反
発
は
必
至
。
衆

院
文
科
委
員
会
で
理
由
な
ど

を
た
だ
す
構
え
だ
が
、
質
問

時
間
の
配
分
で
与
野
党
間
の

合
意
が
で
き
ず
、
開
催
日
は

決
ま
っ
て
い
な
い
。

　

林
氏
は
閣
議
後
記
者
会
見

で
「
大
学
設
置
基
準
な
ど
の

法
令
に
適
合
し
て
い
る
と
判

断
さ
れ
た
も
の
で
、
答
申
を

尊
重
し
た
」
と
述
べ
、
計
画

が
「
特
区
の
プ
ロ
セ
ス
の
中

で
認
め
ら
れ
た
学
園
の
構
想

　
【
共
同
】
林
芳
正
文
部
科

学
相
は
１
４
日
、
学
校
法

人
「
加
計
学
園
」（
岡
山
市
）

が
政
府
の
国
家
戦
略
特
区
制

度
を
活
用
し
て
愛
媛
県
今
治

市
に
岡
山
理
科
大
獣
医
学
部

を
新
設
す
る
計
画
を
認
可
し

た
。
計
画
を
「
可
」
と
し
た

大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議

会
の
９
日
付
答
申
に
沿
っ
た
。

特
区
選
定
の
経
緯
や
計
画
内

容
に
疑
義
が
あ
る
と
し
て
最

終
決
定
の
保
留
を
求
め
て
き

野
党
、衆
院
委
で
追
及
へ

な
っ
た
こ
と
に
関
し
「
新
執

行
部
の
枠
組
み
が
で
き
た
の

が
大
き
い
。
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
思
っ

た
」
と
語
り
、
都
政
に
専
心

す
る
考
え
も
明
か
し
た
。

　

都
議
会
公
明
党
幹
部
は

「
小
池
氏
は
都
政
を
踏
み
台

に
し
た
」
と
述
べ
、
小
池
知

事
と
の
連
携
を
見
直
す
意
向

を
示
し
て
い
る
。

　

後
任
の
代
表
に
就
い
た
玉

木
氏
は
両
院
総
会
で
「
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
だ
。（
国

民
の
）
信
頼
と
期
待
に
応
え

る
党
を
皆
さ
ん
と
つ
く
り
た

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

た
だ
、
安
全
保
障
政
策
や

憲
法
観
で
見
解
の
異
な
る
大

串
博
志
衆
院
議
員
が
代
表
交

代
の
経
緯
を
「
非
常
に
透
明

性
を
欠
く
」
と
批
判
。
中
堅

議
員
も
「
遠
心
力
が
止
ま
ら

な
い
」
と
指
摘
す
る
。

希望の党の両院議員総会に臨む小池百合子氏（左）と玉木雄一郎
氏。小池氏が辞任した代表に、玉木氏が就任することが了承され
た＝１４日午後、国会 （共同）

小池希望代表が辞任

　
【
サ
ル
ポ
レ
ザ
ハ
ブ
共
同
】

国
営
イ
ラ
ン
通
信
は
１
４

日
、
同
国
西
部
の
イ
ラ
ク
国

境
付
近
で
発
生
し
た
地
震
に

よ
る
死
者
が
５
３
０
人
に
達

し
た
と
報
じ
た
。
赤
新
月
社

に
よ
る
と
、
イ
ラ
ク
側
で
は

１
０
人
以
上
が
死
亡
。
負
傷

者
は
両
国
で
約
８
千
人
に

な
っ
た
。
１
２
日
に
起
き
た

地
震
か
ら
３
日
目
を
迎
え
、

イ
ラ
ン
政
府
は
被
害
の
全
容

把
握
を
急
い
で
い
る
が
、
余

震
の
多
発
や
山
間
部
の
急
峻

な
地
形
な
ど
で
難
航
し
て
お

り
、
死
者
数
は
さ
ら
に
増
え

る
恐
れ
が
あ
る
。

　

被
災
地
を
視
察
し
た
ロ
ウ

ハ
ニ
大
統
領
は
「
多
く
の
住

設
置
審
答
申
受
け
林
文
科
相

加
計
獣
医
学
部
を
認
可

　

林
氏
は
会
見
で
「
４
条
件

を
満
た
し
て
い
る
と
確
認
し

た
」
と
強
調
。
菅
義
偉
官

房
長
官
も
会
見
で
「
指
摘
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
述
べ
、

設
置
審
の
議
論
を
通
じ
て
問

題
は
解
消
さ
れ
た
と
の
認
識

を
示
し
た
。

　

学
園
の
加
計
孝
太
郎
理

事
長
は
安
倍
晋
三
首
相
の
友

人
。
計
画
を
巡
っ
て
「
総
理

の
意
向
」「
官
邸
の
最
高
レ

ベ
ル
が
言
っ
て
い
る
」
な
ど
と

記
載
さ
れ
た
記
録
文
書
が
見

つ
か
り
、特
区
の
選
定
過
程
が

「
加
計
あ
り
き
」
だ
っ
た
の

で
は
と
の
疑
念
が
あ
る
と
し

て
野
党
な
ど
が
追
及
。
安
倍

首
相
や
側
近
ら
は
一
切
の
関

与
を
否
定
し
て
い
る
。

イ
ラ
ン
地
震
死
者
５
３
０
人
超

余
震
多
発
、
支
援
急
ぐ

北
朝
鮮
、
亡
命
軍
人
に
４
０
発

一
触
即
発
、
韓
国
応
射
せ
ず

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
】
南
北
軍

事
境
界
線
が
あ
る
板
門
店
で

北
朝
鮮
の
男
性
軍
人
が
韓
国

亡
命
を
敢
行
し
た
１
３
日
の

状
況
が
韓
国
軍
の
１
４
日
の

説
明
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
。
北
朝
鮮
側
は
約
４
０
発

も
の
銃
撃
を
浴
び
せ
、
殺
害

し
て
で
も
亡
命
阻
止
を
図
ろ

う
と
し
た
と
み
ら
れ
る
。
銃

弾
の
一
部
は
韓
国
側
に
到
達

し
た
可
能
性
も
あ
り
、
韓
国

側
の
対
応
次
第
で
は
衝
突
に

発
展
し
か
ね
な
い
一
触
即
発

の
状
況
だ
っ
た
。
在
韓
国
連

軍
司
令
部
は
調
査
に
乗
り
出

「
板
門
閣
」
付
近
で
朝
鮮
人

民
軍
の
３
人
が
慌
た
だ
し
く

動
く
様
子
が
確
認
さ
れ
、
直

後
に
男
性
が
乗
っ
た
ジ
ー
プ

型
車
両
が
南
側
に
突
進
し
て

き
た
。
境
界
線
の
北
約
１
０

メ
ー
ト
ル
で
タ
イ
ヤ
が
側
溝

に
は
ま
る
と
、
男
性
は
車
か

ら
飛
び
出
し
、
走
っ
て
越
境
。

こ
の
間
、
北
朝
鮮
側
は
１
人

加
わ
り
計
４
人
で
銃
撃
を
続

け
た
。

　

韓
国
軍
側
は
同
３
１
分
、

境
界
線
の
南
約
５
０
メ
ー
ト

ル
の
地
点
で
男
性
と
み
ら
れ

る
熱
源
を
監
視
装
置
で
確

認
。
軍
幹
部
が
ほ
ふ
く
前
進

で
近
づ
き
、
落
ち
葉
に
埋
も

れ
る
よ
う
に
倒
れ
て
い
た
男

性
を
発
見
、
同
５
６
分
に
救

出
し
た
。
朝
鮮
人
民
軍
の
制

民
が
生
活
必
需
品
を
必
要
と

し
て
い
る
」
と
述
べ
、
劣
悪

な
避
難
生
活
の
改
善
に
向
け

て
緊
急
支
援
に
予
算
を
集
中

的
に
投
入
す
る
方
針
を
表
明

し
た
。

　

イ
ラ
ン
当
局
者
に
よ
る

と
、
震
源
に
近
い
西
部
ケ
ル

マ
ン
シ
ャ
ー
州
で
は
、
既
に

百
数
十
回
の
余
震
を
観
測
し

た
。
市
街
地
で
は
倒
壊
家
屋

が
道
路
を
ふ
さ
ぎ
、
救
助
隊

が
自
由
に
行
き
来
で
き
な
い

場
所
も
少
な
く
な
い
。
山
間

部
で
は
、
医
療
や
食
料
な
ど

最
低
限
の
支
援
が
届
か
な
い

状
態
が
続
い
て
い
る
。
寒
気

が
迫
る
中
、
着
の
身
着
の
ま

ま
の
野
宿
生
活
の
長
期
化
は

避
け
ら
れ
な
い
見
通
し
だ
。

　

被
害
が
甚
大
だ
っ
た
西
部

サ
ル
ポ
レ
ザ
ハ
ブ
の
広
場

し
た
。

　

男
性
は
京
畿
道
水
原
市
の

病
院
で
手
術
を
受
け
、
肩
や

腹
部
、
も
も
か
ら
Ａ
Ｋ
自
動

小
銃
の
銃
弾
５
個
が
摘
出
さ

れ
た
。
重
篤
な
状
態
で
、
階

級
や
年
齢
、
亡
命
の
動
機
な

ど
詳
細
は
確
認
で
き
て
い
な

い
も
よ
う
だ
。

　

韓
国
軍
幹
部
が
１
４
日

の
国
会
で
説
明
し
た
内
容

な
ど
に
よ
る
と
、
韓
国
側
が

最
初
に
異
常
を
察
知
し
た
の

は
１
３
日
午
後
３
時
１
４

分
（
日
本
時
間
同
）。
板
門

店
の
北
朝
鮮
側
に
あ
る
施
設

で
避
難
生
活
を
送
る
ア
イ

シ
ェ
・
パ
ラ
ニ
さ
ん
（
３
２
）

は
「
毎
晩
寒
さ
と
激
痛
で
一

睡
も
で
き
な
い
」
と
疲
労
困

憊
。
発
生
当
日
に
落
下
物
に

よ
っ
て
頭
と
足
に
重
傷
を
負

い
救
急
搬
送
さ
れ
た
が
、
病

院
に
患
者
が
殺
到
し
た
た
め

簡
単
な
応
急
処
置
し
か
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
と
語
り
、
切

迫
し
た
状
況
を
訴
え
た
。

　
「
こ
の
ま
ま
だ
と
命
が
危

な
い
」。
震
源
地
に
近
い
サ

ラ
ブ
ザ
ハ
ブ
村
で
１
３
日

夕
、
警
備
員
ガ
デ
リ
さ
ん

（
２
９
）
が
嘆
い
た
。
激
し

い
揺
れ
で
村
民
約
４
０
０
人

の
う
ち
２
０
人
以
上
が
死
亡

し
た
と
い
う
。
ほ
ぼ
全
て
の

住
宅
は
崩
れ
て
原
形
を
と
ど

め
て
い
な
い
が
、
政
府
機
関

や
支
援
団
体
の
職
員
は
見
当

た
ら
な
い
。

　

サ
ラ
ブ
ザ
ハ
ブ
村
か
ら
数

キ
ロ
離
れ
、
地
震
で
村
民
５

人
が
命
を
落
と
し
た
と
い

う
イ
マ
ー
ム
ア
ッ
バ
ス
村
で

は
、
酪
農
家
ア
ジ
ジ
さ
ん

（
５
６
）
が
頭
や
首
の
激
痛

に
顔
を
ゆ
が
め
て
い
た
。
地

震
発
生
後
、
逃
げ
遅
れ
て
生

き
埋
め
に
。
何
と
か
救
助
さ

れ
た
が
、
病
院
に
搬
送
さ
れ

た
の
は
容
体
が
よ
り
重
い
娘

だ
け
で
、
自
身
は
手
当
て
を

受
け
ら
れ
て
い
な
い
。

服
を
身
に
着
け
、
武
装
は
し

て
い
な
か
っ
た
。

　

韓
国
の
宋
永
武
国
防
相
は

１
４
日
の
国
会
で
、
兵
士
の

越
境
後
も
銃
撃
が
続
い
た
と

推
定
さ
れ
る
と
説
明
し
た
。

板
門
店
の
南
北
共
同
警
備
区

域
（
Ｊ
Ｓ
Ａ
）
で
初
め
て
北

朝
鮮
の
銃
弾
が
韓
国
側
に
届

い
た
と
の
認
識
を
示
し
た
が
、

軍
関
係
者
は
韓
国
側
で
弾
痕

は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
と
し
、

情
報
は
錯
綜
し
て
い
る
。

　

板
門
店
の
警
備
要
員
は
韓

国
軍
が
中
心
だ
が
、
指
揮
系

統
上
は
米
国
主
導
の
在
韓
国

連
軍
の
管
轄
下
に
あ
る
。
宋

氏
は
、
応
射
な
ど
を
行
わ
な

か
っ
た
現
場
の
対
応
に
つ
い
て

「
危
機
を
最
小
化
し
、
よ
く

対
処
し
た
」
と
評
価
し
た
。

倒
壊
し
た
家
屋
を
見
つ
め
る
住

民
＝
１
３
日
、
イ
ラ
ン
西
部
イ

マ
ー
ム
ア
ッ
バ
ス
村
（
共
同
）

　

小
池
氏
は
両
院
総
会
で

「
代
表
の
座
を
降
り
て
皆
さ

ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
。
玉

木
氏
に
後
を
任
せ
た
い
」
と

述
べ
た
。
総
会
後
、
記
者
団

に
「
玉
木
執
行
部
が
船
出
す

る
の
を
見
届
け
、
創
業
者
と

し
て
の
責
任
を
ひ
と
つ
終
え

た
」
と
強
調
。
衆
院
選
後
で

な
く
、
こ
の
時
期
の
判
断
に

　
【
共
同
】
法
人
「
加
計
学

園
」
の
問
題
に
関
す
る
朝
日

新
聞
の
社
説
を
巡
り
、
日
本

維
新
の
会
の
足
立
康
史
衆
院

議
員
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
引
用

し
た
上
で
「
朝
日
新
聞
、
死

ね
」
と
投
稿
し
て
い
た
こ
と

が
１
４
日
分
か
っ
た
。

　

朝
日
新
聞
は
１
１
日
付
朝

刊
の
社
説
で
、
文
部
科
学
省

の
大
学
設
置
・
学
校
法
人

審
議
会
が
、
加
計
学
園
の
獣

医
学
部
新
設
を
認
可
す
る
よ

う
答
申
し
た
こ
と
に
関
し

て
「
あ
の
『
総
理
の
ご
意
向
』

を
め
ぐ
る
疑
い
が
晴
れ
た
こ

と
に
は
、
ま
っ
た
く
な
ら
な

い
」
な
ど
と
指
摘
し
た
。
足

立
氏
は
、
こ
の
社
説
を
引
用

し
て
書
き
込
み
を
し
た
。

　

共
同
通
信
の
取
材
に
対

し
、
足
立
氏
は
「
問
題
が
な

か
っ
た
と
明
ら
か
に
な
り
つ

つ
あ
る
の
に
、
朝
日
新
聞
が

社
説
で
風
評
（
被
害
）
を
広

げ
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
怒
り

を
感
じ
た
。
最
も
強
い
言
葉

で
非
難
し
た
」
と
説
明
。

　
「
死
ね
」
と
の
表
現
に
つ

い
て
は
「
適
切
な
言
葉
だ
と

思
わ
な
い
が
、『
保
育
園
落

ち
た
日
本
死
ね
』
と
い
う
言

葉
を
国
会
と
社
会
が
許
容
し

て
い
る
の
で
、
自
分
も
従
っ

た
」
と
述
べ
た
。

　

足
立
氏
は
先
の
衆
院
選
で

大
阪
９
区
か
ら
出
馬
し
、
比

例
復
活
で
３
度
目
の
当
選
を

し
た
。

老
人
ホ
ー
ム
の
男
性
殺
害
容
疑

元
介
護
士
逮
捕
、
警
視
庁

　
【
共
同
】
東
京
都
中
野
区

の
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て

い
た
男
性
を
殺
害
し
た
と
し

て
、
警
視
庁
捜
査
１
課
は

１
４
日
、
殺
人
容
疑
で
、
こ

の
施
設
に
勤
務
し
て
い
た

元
職
員
の
皆
川
久
容
疑
者

（
２
５
）
＝
東
京
都
杉
並
区

方
南
２
の
２
９
の
３
＝
を
逮

捕
し
た
。

　

捜
査
１
課
や
捜
査
関
係
者

に
よ
る
と
、
皆
川
容
疑
者
は

「
私
が
や
っ
た
こ
と
に
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
」
と
容
疑
を
認

め
、「
何
度
も
粗
相
で
布
団

な
ど
を
汚
さ
れ
、
い
い
か
げ

ん
に
し
ろ
と
思
っ
て
や
っ
た
」

と
供
述
し
て
い
る
。

　

逮
捕
容
疑
は
８
月
２
２
日

未
明
、
中
野
区
白
鷺
１
の
１

の
１
８
に
あ
る
介
護
付
き
有

料
老
人
ホ
ー
ム「
ニ
チ
イ
ホ
ー

ム
鷺
ノ
宮
」
の
浴
室
で
、
入

所
者
の
藤
沢
皖
さ
ん
（
８
３
）

の
顔
を
、
湯
が
張
ら
れ
た
浴

槽
に
つ
け
る
な
ど
し
て
窒
息

死
さ
せ
た
疑
い
。

　

当
時
、
皆
川
容
疑
者
は
別

の
職
員
１
人
と
夜
勤
中
で
、

浴
室
で
は
藤
沢
さ
ん
と
２
人

き
り
だ
っ
た
。
逮
捕
前
の
任

意
の
事
情
聴
取
に
「
ナ
ー
ス

コ
ー
ル
が
入
っ
た
の
で
離
れ
、

戻
っ
て
き
た
ら
風
呂
で
溺
れ

て
い
た
」
な
ど
と
説
明
し
た

が
、
記
録
は
な
か
っ
た
。

　

皆
川
容
疑
者
は
８
月
２
１

日
夜
か
ら
翌
２
２
日
未
明
に

か
け
、
藤
沢
さ
ん
が
複
数
回
、

布
団
な
ど
を
汚
し
た
こ
と
に

立
腹
。
２
２
日
午
前
４
時
ご

ろ
に
部
屋
で
首
を
絞
め
た
後
、

浴
室
に
連
れ
て
行
っ
た
。
シ
ャ

ワ
ー
中
に
藤
沢
さ
ん
が
排
便

し
て
床
を
ま
た
汚
し
た
た
め
、

浴
槽
に
投
げ
入
れ
て
湯
を
た

め
、
殺
害
し
た
と
み
ら
れ
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
、

自
在
に
操
れ　

　
宝
塚
で
小
学
生
体
験
教
室

か
ら
小
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
が
必
修
化
さ
れ
る

の
を
踏
ま
え
、
兵
庫
県
宝

塚
市
の
私
立
雲
雀
丘
学
園

で
１
１
日
、
小
学
生
の
体
験

教
室
が
報
道
陣
に
公
開
さ
れ

ボ
ッ
ト
を
遠
隔
操
作
で
き
る

か
試
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
急

発
進
し
た
り
、
回
転
し
た
り

す
る
と
児
童
ら
は
歓
声
を
上

げ
て
い
た
。

　

４
年
生
の
中
谷
徳
玖
君

（
１
０
）
は
「
思
っ
た
通
り

に
動
か
せ
る
と
う
れ
し
い
。

難
し
い
け
ど
ま
た
や
っ
て
み

た
い
」
と
笑
顔
だ
っ
た
。

　

同
学
園
は
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
に
対
応
す
る
人
材
育
成

を
目
的
に
、
来
年
４
月
か
ら

全
国
的
に
も
珍
し
い
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
専
用
の
常
設
教
室

を
開
設
す
る
。
幼
稚
園
の
年

長
か
ら
中
学
１
年
を
対
象
に

し
た
体
験
教
室
は
、
早
期
に

児
童
ら
の
理
解
を
深
め
る
の

が
狙
い
。

　

体
験
教
室
は
１
０
月
か
ら

始
ま
り
、
対
象
の
約
４
割
の

約
４
０
０
人
が
参
加
を
希
望

し
て
い
る
。

「朝日新聞、死ね」と投稿

維新足立氏、加計社説巡り

　
【
共
同
】
２
０
２
０
年
度

た
。

　

体
験
教
室
に

は
小
学
４
〜
６

年
の
約
４
０
人

が
参
加
。
２
人

一
組
に
分
か
れ
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
で
車
型
の
ロ

加計学園の獣医学部新設計画を認
可すると発表した林文科相＝１４
日午前、文科省（共同）

タブレット端末で車型のロボッ
トを遠隔操作する児童（共同）
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閣
僚
改
編
の
予
定
も
前
倒
し
に

Ｒ
ｅ
ｆ
ｉ
ｓ
（
企
業
滞
納
税

回
収
計
画
）
に
応
募
し
た
事

や
、
Ｌ
Ｊ
作
戦
の
進
展
で
罰

金
な
ど
を
科
せ
ら
れ
た
時
の

た
め
の
資
金
計
上
な
ど
の
特

別
支
出
に
よ
る
も
の
と
説
明

し
た
。
ペ
ド
ロ
・
パ
レ
ン
テ

総
裁
も
「
そ
れ
ら
を
加
味
す

れ
ば
、
第
３
四
半
期
の
決
算

は
市
場
の
予
想
と
大
差
が
な

い
は
ず
」
と
語
っ
た
。

　

同
総
裁
は
、
今
年
の
黒
字

計
上
と
株
主
へ
の
配
当
金
の

支
払
い
に
つ
い
て
は
、「
出

来
る
だ
け
早
め
、
出
来
れ
ば

年
内
に
も
行
い
た
い
が
、
ま

だ
断
言
で
き
な
い
」と
し
て
、

明
言
を
避
け
た
。

　

第
３
四
半
期
は
、
Ｐ
Ｂ
社

が
７
月
に
「
石
油
製
品
価
格

を
、
国
際
相
場
の
変
動
に
応

じ
て
毎
日
変
更
す
る
」
と
い

う
施
策
を
導
入
し
て
以
来
、

初
め
て
の
決
算
だ
。

　

こ
の
施
策
は
、
労
働
者

党
（
Ｐ
Ｔ
）
政
権
に
、
イ
ン

フ
レ
抑
制
の
名
目
で
、
Ｐ
Ｂ

社
が
石
油
製
品
の
価
格
決
定

権
を
奪
わ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
の
脱
却
を
意
味
す
る
。
た

　

１
３
日
、
民
主
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
所
属
の
ブ
ル
ー
ノ
・
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
都

市
相
が
テ
メ
ル
大
統
領
に
辞
任
を
申
し
出
た
。
こ
れ
を
受
け
、
大
統
領
は
Ｐ
Ｓ
Ｄ

Ｂ
の
連
立
離
脱
が
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
判
断
し
、
他
の
連
立
与
党
に
呼
び
か
け

て
同
氏
の
後
任
を
探
す
と
共
に
、
閣
僚
改
編
を
当
初
の
予
定
よ
り
も
早
め
、
社
会

保
障
制
度
改
革
法
案
の
通
過
の
た
め
の
対
策
に
あ
た
る
こ
と
に
し
た
と
、
１
４
日

付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

て
、
大
統
領
は
、
来
年
４
月

に
と
考
え
て
い
た
閣
僚
再
編

成
の
前
倒
し
を
決
め
た
。
今

回
の
再
編
成
に
は
来
年
の
選

挙
に
出
馬
す
る
予
定
の
閣
僚

も
含
む
た
め
、
同
党
の
他
の

３
閣
僚
（
ア
ロ
イ
ー
ジ
オ
・

ヌ
ー
ネ
ス
外
相
、
ル
イ
ス
リ

ン
ダ
・
ヴ
ァ
ロ
イ
ス
人
権
局

長
官
、
そ
し
て
テ
メ
ル
氏
に

非
常
に
近
い
ア
ン
ト
ニ
オ
・

イ
ン
バ
サ
イ
大
統
領
府
事
務

局
長
）
の
離
脱
も
起
こ
り
う

る
。
だ
が
、
大
統
領
は
、
３

人
が
辞
任
す
る
可
能
性
は
薄

い
と
見
て
い
る
。

　

テ
メ
ル
氏
は
す
で
に
都
市

相
の
後
任
に
関
し
、
進
歩
党

（
Ｐ
Ｐ
）
の
シ
ロ
・
ノ
ゲ
イ

ラ
党
首
と
会
談
を
行
い
、
同

党
か
ら
後
任
を
出
す
方
向
で

話
を
進
め
た
。
候
補
と
し
て

は
連
邦
貯
蓄
銀
行
の
現
総
裁

の
ジ
ル
ベ
ル
ト
・
オ
ッ
シ
氏

か
、
同
党
下
院
リ
ー
ダ
ー
の

ア
ギ
ナ
ウ
ド
・
リ
ベ
イ
ロ
氏

が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
に
と
り
、

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
離
脱
後
の
組
閣
は

非
常
に
重
要
な
も
の
だ
。
そ

　

来
年
の
大
統
領
選
へ
の
出

馬
有
力
説
が
強
ま
り
つ
つ
あ

る
ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・
ア
ウ
キ
ミ

ン
聖
州
知
事
だ
が
、
そ
ん
な

矢
先
、
一
部
の
聖
市
市
民

に
は
残
念
な
ニ
ュ
ー
ス
が
。

１
３
日
に
、
今
年
の
１
２
月

に
開
通
予
定
と
さ
れ
て
い
た

地
下
鉄
５
号
線
の
新
駅
６
駅

れ
は
、
Ｐ
Ｐ
や
共
和
党
（
Ｐ

Ｒ
）、
社
会
民
主
党
（
Ｐ
Ｓ

Ｄ
）、ブ
ラ
ジ
ル
労
働
党
（
Ｐ

Ｔ
Ｂ
）
と
い
っ
た
セ
ン
ト
ロ

ン
系
の
政
党
か
ら
「
懸
案
の

社
会
保
障
制
度
の
改
革
を
支

持
し
て
欲
し
け
れ
ば
、
連
立

へ
の
忠
誠
を
誓
わ
な
い
Ｐ
Ｓ

Ｄ
Ｂ
の
役
職
を
譲
れ
」
と
の

姿
勢
を
打
ち
出
さ
れ
て
い
た

た
め
だ
。

　

セ
ン
ト
ロ
ン
系
の
政
党

は
、
テ
メ
ル
大
統
領
へ
の
２

度
に
わ
た
る
告
発
に
対
す
る

審
理
継
続
か
否
か
に
つ
い
て

の
下
院
で
の
投
票
の
際
、
受

け
入
れ
阻
止
の
原
動
力
と

な
っ
て
い
た
。

　

連
邦
政
府
は
、
選
挙
年
恒

例
の
、
選
挙
出
馬
に
伴
う
閣

僚
離
脱
の
確
認
を
向
こ
う
数

週
間
の
内
に
行
い
、
１
２
月

１
５
日
ま
で
に
閣
僚
改
編
を

終
え
た
い
と
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
連
立
離
脱
は
決
定
的

だ
し
、
過
去
に
価
格
を
凍
結

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
不
利
益

を
、
相
場
よ
り
高
い
値
段
を

つ
け
て
取
り
返
す
事
が
出
来

な
い
こ
と
も
意
味
す
る
。

　

第
３
四
半
期
に
Ｐ
Ｂ
社

は
、
軽
油
や
ガ
ソ
リ
ン
、
液

化
天
然
ガ
ス
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル

と
い
っ
た
石
油
派
生
品
（
燃

料
）
を
、
第
２
四
半
期
比

３
％
安
の
１
バ
レ
ル
平
均

２
１
３
・
４
１
レ
（
約
６
５

ド
ル
相
当
）
で
販
売
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
第
３
四
半

期
の
石
油
派
生
品
販
売
は

２
６
億
４
３
０
０
万
レ
の

の
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
（
Ｌ

Ｊ
）
作
戦
の
影
響
で
、
１
４

〜
１
６
年
は
赤
字
決
算
だ
っ

た
。
今
年
は
４
年
ぶ
り
に
黒

字
決
算
達
成
の
可
能
性
が
あ

る
。

　

第
３
四
半
期
も
黒
字
だ
っ

た
こ
と
で
、
４
四
半
期
連

続
の
黒
字
計
上
と
な
っ
た

が
、
投
資
情
報
会
社
ブ
ル
ー

ム
バ
ー
グ
社
の
予
想
し
た

３
５
億
６
千
万
レ
と
比
べ
る

と
、黒
字
額
は
か
な
り
低
い
。

　

Ｐ
Ｂ
社
は
こ
の
違
い
を
、

　

ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
（
Ｐ
Ｂ
）

社
が
１
３
日
に
今
年
の
第

３
四
半
期
決
算
を
行
い
、

２
億
６
６
０
０
万
レ
ア
ル
の

黒
字
計
上
と
発
表
し
た
と
、

１
４
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ

た
。

　

今
年
の
第
１
〜
３
四
半
期

の
黒
字
は
、
総
計
５
０
億
レ

に
達
し
て
お
り
、
昨
年
同
期

の
１
７
３
億
レ
の
赤
字
か
ら

大
き
な
改
善
だ
。

　

Ｐ
Ｂ
社
は
２
０
１
３
年
に

黒
字
を
計
上
し
た
後
、
自
社

が
大
き
く
関
わ
る
汚
職
事

件
発
覚
と
そ
の
解
明
捜
査

４
四
半
期
連
続
で
黒
字
に

「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
デ
フ
ォ
ル
ト
」

４
年
ぶ
り
の
年
次
決
算
黒
字
か
？

黒
字
を
計
上
し
た
。
こ
の
額

は
昨
年
同
期
比
で
は
９
％
増

だ
っ
た
が
、
直
前
期
比
で
は

２
４
％
の
減
少
だ
っ
た
。

　

第
３
四
半
期
の
石
油
派
生

品
価
格
は
前
期
比
で
３
％
値

下
が
り
し
た
が
、
輸
入
製
品

と
の
価
格
競
争
に
は
ま
だ
勝

て
ず
、
国
内
の
製
油
所
の
稼

働
率
は
７
８
％
止
ま
り
だ
っ

た
。
第
３
四
半
期
の
原
油
生

産
量
は
１
日
平
均
２
７
５
万

バ
レ
ル
で
、
昨
年
同
期
比
で

は
上
昇
し
た
が
、
直
前
期
比

で
は
減
少
し
た
。

　

な
お
、
同
社
の
純
益
は

昨
年
同
期
比
２
％
増
の

７
１
８
億
レ
と
な
り
、
日

常
の
運
転
資
金
は
５
１
％

増
の
２
２
２
億
レ
と
な
っ

た
。
負
債
は
前
期
比
５
％
減

の
２
７
９
２
億
レ
に
減
り
、

金
利
・
税
金
・
償
却
前
利
益

（E
b
itd
a

）
の
３
・
１
６
倍

に
縮
小
し
た
。

メ
ル
大
統
領
に
都
市
相
辞
任

を
申
し
出
た
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
は
、
同
氏
の
辞

任
は
党
が
計
画
し
た
も
の
で

は
な
く
、
個
人
的
な
も
の
と

の
見
解
を
示
し
て
い
る
が
、

ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
氏
自
身
は

大
統
領
に
、「
党
内
で
は
も

は
や
、
こ
の
役
職
を
こ
れ
か

ら
も
遂
行
す
る
た
め
に
必
要

な
だ
け
の
支
援
が
得
ら
れ
な

い
」
と
の
説
明
を
行
っ
た
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
に
と
り
、

こ
の
辞
任
の
申
し
出
は
寝
耳

に
水
だ
っ
た
。
大
統
領
は
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
連
立
離
脱
そ
の
も

の
は
覚
悟
し
て
い
た
が
、
同

党
が
離
脱
を
明
確
に
す
る
は

ず
の
１
２
月
９
日
の
党
大
会

ま
で
、
閣
僚
の
再
編
成
開
始

を
待
つ
つ
も
り
で
い
た
。

　

だ
が
、
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
氏

の
辞
任
と
そ
の
理
由
を
聞
い

日々の燃料価格は国民生活に直結している
（参考画像・Fernanda Carvalho / Fotos Públicas）

テメル大統領（左）とアラウージョ氏（右）（Beto Barata / PR）

社会保障制度改革への影響は

　

こ
の
時
期
ま
で
に
閣
僚
改

編
を
終
え
て
お
く
と
、
政
府

と
し
て
は
、
最
低
で
も
下
院

で
は
年
末
ま
で
に
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
社
会
保
障
制

度
改
革
案
の
投
票
に
間
に
合

う
し
、
来
年
度
の
混
乱
が
減

り
、
新
し
い
大
臣
た
ち
も
新

年
度
の
予
算
を
最
初
か
ら
管

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
開
通
が
来
年
以
降
に
延
期

と
発
表
さ
れ
た
の
だ
。
地
下

鉄
側
に
よ
る
と
、
工
事
の
遅

れ
は
権
利
関
係
の
整
理
な
ど

が
理
由
の
よ
う
だ
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
駅
は
順
次
オ
ー
プ

ン
し
て
い
く
予
定
で
、１
月
、

２
月
、
４
月
に
１
〜
３
駅
ず

つ
開
通
し
て
い
く
と
い
う
。

市
民
側
は
地
下
鉄
の
駅
の
完

成
の
遅
れ
に
は
す
っ
か
り
慣

れ
て
い
る
の
だ
が
、
せ
め
て

大
統
領
選
挙
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
ま
で
に
は
出
来
て
い
な
い

と
、
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
に
と
っ

て
は
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
日
１
５
日
と
明
日
１
６

日
に
は
サ
ッ
カ
ー
の
全
国
選

手
権
の
第
３
５
節
が
行
わ
れ

る
が
、
今
日
イ
タ
ケ
ロ
ン
・

ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
る
対

フ
ル
ミ
ネ
ン
セ
戦
で
コ
リ
ン

チ
ャ
ン
ス
が
勝
て
ば
、
２
位

以
下
の
チ
ー
ム
の
動
向
に
関

係
な
く
、
残
り
３
試
合
を
残

し
て
、
２
年
ぶ
り
の
優
勝
が

決
ま
る
。
こ
の
試
合
の
模
様

は
グ
ロ
ー
ボ
局
で
生
中
継
さ

れ
る
が
、
せ
っ
か
く
の
休
日

な
が
ら
試
合
は
日
中
で
は
な

く
２
１
時
４
５
分
か
ら
。
だ

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
聖
市

内
の
夜
が
に
ぎ
や
か
に
な
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
日
は
共
和
制
宣
言
の
記

念
日
の
た
め
、
全
国
的
に
休

日
だ
が
、
２
０
日
の
月
曜

は
「
黒
人
の
（
意
識
高
揚
の
）

日
」
で
、
聖
市
を
は
じ
め
、

こ
の
日
を
休
日
と
す
る
自
治

体
が
相
当
数
あ
る
た
め
、
そ

れ
を
活
か
し
て
長
め
の
休
暇

に
す
る
人
も
い
る
。
１
１
月

は
２
日
も
祝
日
な
の
で
休
み

が
多
い
月
だ
が
、
欲
を
言
え

ば
、
そ
う
し
た
祝
日
が
集
中

す
る
よ
り
、
祝
日
が
日
曜
に

あ
た
っ
た
と
き
の
振
替
休
日

の
方
が
欲
し
い
の
だ
が
。

　

共
和
制
宣
告
記
念
日
の
今

日
、
こ
の
日
を
記
念
し
て
、

ブ
ラ
ジ
リ
ア
か
ら
聖
州
イ

ト
ゥ
に
１
日
だ
け
遷
都
が
行

わ
れ
る
予
定
だ
と
１
４
日
付

伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
に
よ
る

と
、
こ
の
遷
都
の
目
的
は
、

イ
ト
ゥ
の
歴
史
的
意
義
を
国

民
に
理
解
さ
せ
る
た
め
だ
と

い
う
。

　

今
で
こ
そ
、
聖
州
内
を
代

表
す
る
農
業
地
帯
の
１
都
市

で
、
通
常
の
サ
イ
ズ
を
は
る

か
に
超
え
る
巨
大
製
品
で
知

ら
れ
る
イ
ト
ゥ
。
同
市
は
、

１
８
７
３
年
４
月
１
８
日

に
、
伯
国
が
帝
政
か
ら
共
和

制
に
移
行
す
る
た
め
の
最
初

の
会
議
が
行
わ
れ
た
場
所
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
最
初
の
会
議
か
ら

１
６
年
後
の
１
８
８
９
年

１
１
月
１
５
日
に
、
リ
オ
で

共
和
制
宣
言
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　

大
統
領
は
１
５
日
に
イ

ト
ゥ
に
赴
き
、
式
典
に
も
参

加
す
る
が
、
そ
れ
は
遷
都
式

で
は
な
い
。
友
人
で
弁
護
士

の
ジ
ョ
ゼ
・
バ
ン
デ
イ
ラ
・

デ
・
メ
ロ
氏
に
イ
ト
ゥ
市
の

名
誉
市
民
の
認
定
証
を
授
与

す
る
式
典
だ
。
大
統
領
は
同

日
、
共
和
制
宣
言
や
民
主
主

義
の
重
要
さ
を
訴
え
る
ビ
デ

オ
も
録
画
す
る
予
定
だ
。

　

こ
う
し
た
限
定
遷
都
は
過

去
に
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
例
は
、
ジ
ョ
ゼ
・
サ
ル

ネ
イ
氏
が
大
統
領
だ
っ
た

１
９
８
９
年
に
、
大
統
領
代

行
と
な
っ
た
ア
ン
ト
ニ
オ
・

パ
エ
ス
・
デ
・
ア
ン
ド
ラ
ー

デ
下
院
議
長
（
当
時
）
が
、

こ
の
日
、
故
郷
の
セ
ア
ラ
ー

州
モ
ン
バ
ッ
サ
に
遷
都
し
た

も
の
で
、
同
議
長
に
は
、「
モ

ン
バ
ッ
サ
の
大
統
領
」
と
い

う
通
称
が
つ
け
ら
れ
た
。

　

伯
国
財
務
省
が
１
５
日
、

フ
ラ
ン
ス
の
経
済
・
財
政
・

産
業
省
財
務
総
局
が
運
営
す

る
パ
リ
ク
ラ
ブ
に
、
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
は
事
実
上
の
デ
フ
ォ
ル

ト
（
債
務
不
履
行
）
に
陥
っ

て
い
る
と
通
達
す
る
意
向
と

１
３
、１
４
日
付
伯
字
紙
・

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

ベ
国
の
経
済
状
態
悪
化
は

様
々
な
形
で
表
出
し
、
伯
国

で
難
民
申
請
を
す
る
同
国

人
も
急
増
し
て
い
る
。
今
回

の
措
置
は
、
同
国
が
９
月
に

２
億
６
２
０
０
万
ド
ル
の
支

払
を
怠
り
、
督
促
に
も
応
じ

な
い
た
め
に
と
ら
れ
る
。
同

国
は
来
年
１
月
に
返
済
期
限

を
迎
え
る
伯
国
へ
の
負
債
も

２
億
７
千
万
ド
ル
抱
え
て
お

り
、
伯
国
も
含
む
諸
外
国
へ

の
負
債
を
支
払
え
ば
、
国
民

へ
の
社
会
政
策
費
な
ど
も
残

ら
な
い
の
が
現
状
だ
。

　

パ
リ
ク
ラ
ブ
は
、

１
９
５
６
年
に
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
が
対
外
債
務
を
払
え
な
く

な
っ
た
際
、
政
府
や
公
的
機

関
の
債
権
者
が
、
新
し
い
返

済
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
る
べ

く
協
議
を
行
っ
た
の
が
発
端

だ
。

　

ベ
国
の
債
務
不
履
行
は
多

く
の
国
の
懸
念
事
項
で
、
同

国
政
府
は
１
３
日
も
債
権
国

や
債
権
者
と
の
会
合
を
開
い

た
。
同
国
政
府
は
債
務
不
履

行
へ
の
懸
念
を
否
定
し
た
も

の
の
、
具
体
的
な
返
済
方
法

や
時
期
は
何
も
示
せ
ず
に
終

わ
っ
た
。
中
国
や
ロ
シ
ア
は

米
国
を
け
ん
制
す
る
た
め
、

デ
フ
ォ
ル
ト
回
避
の
た
め
の

支
援
を
続
け
て
き
た
が
、
今

後
の
支
援
継
続
の
あ
り
方
は

不
明
だ
。

　

ベ
国
が
伯
国
に
対
し
て
抱

え
て
い
る
負
債
は
同
国
へ
の

資
本
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
輸
出

に
関
連
す
る
も
の
で
、
貿
易

関
係
の
保
証
や
保
証
基
金
の

投
資
家
機
関
（
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｆ
、

公
社
）
に
よ
る
保
険
付
で

輸
出
さ
れ
て
い
る
。
返
済
が

１
２
０
日
以
上
遅
れ
る
と
、

同
公
社
が
輸
出
業
者
に
融
資

し
た
銀
行
に
債
務
を
払
う
。

　

融
資
を
行
っ
た
主
要
銀
行

は
、
伯
国
の
社
会
経
済
開
発

銀
行
（
Ｂ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
と
ク

レ
デ
ィ
・
ス
イ
ス
、
中
国
銀

行
の
三
つ
だ
。
当
面
の
債
務

立
替
分
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｆ
が
輸
出

時
に
業
者
か
ら
徴
収
す
る
保

険
金
か
ら
支
払
う
が
、
最
終

的
に
は
国
庫
が
負
担
す
る
。

　

べ
国
政
府
が
同
国
駐
在
伯

国
大
使
の
会
談
要
請
に
応
え

な
い
た
め
、
財
務
省
は
ベ

国
に
債
務
を
支
払
う
よ
う
督

促
状
を
送
っ
た
が
、
Ａ
Ｂ
Ｇ

Ｆ
の
保
険
が
か
け
て
あ
る
同

国
へ
の
輸
出
の
未
回
収
額
は

１
５
億
ド
ル
。
ロ
シ
ア
や
中

国
に
ベ
国
が
抱
え
る
債
務

は
、前
者
が
１
０
０
億
ド
ル
、

後
者
が
３
０
０
〜
５
０
０
億

ド
ル
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
ベ
国
で
行
わ
れ
た

１
０
月
の
地
方
選
挙
で
同
国

政
府
に
よ
る
不
正
が
行
わ

れ
た
疑
い
や
、
人
権
蹂
躙
な

ど
の
件
で
、
同
国
と
の
対
話

を
促
す
た
め
、
欧
州
連
合
は

１
３
日
、
武
器
禁
輸
な
ど
の

制
裁
を
課
す
事
を
決
め
た
。

　

聖
市
南
部
の
コ
ン
ゴ
ー

ニ
ャ
ス
空
港
で
１
２
日
夜
、

滑
走
路
上
空
を
飛
行
す
る
ド

ロ
ー
ン
が
見
つ
か
り
、
離
着

陸
が
２
時
間
以
上
に
わ
た
っ

て
停
止
さ
れ
、
４
０
便
以
上

に
影
響
が
出
た
と
、
１
４
日

付
伯
字
紙
各
紙
が
報
じ
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
は
着
陸
態
勢
に

入
っ
て
い
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
に

よ
り
、
午
後
８
時
１
５
分

頃
発
見
さ
れ
た
。
連
警
は
ド

ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
た
犯
人
を

発
見
す
る
た
め
に
捜
査
を
開

始
し
た
が
、
容
疑
者
は
ま
だ

見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

　

事
故
回
避
の
た
め
、
管
制

塔
は
離
着
陸
を
２
時
間
１
６

分
に
わ
た
っ
て
禁
じ
た
。
こ

れ
に
よ
り
３
０
を
超
え
る
着

陸
便
が
、
近
隣
の
聖
州
グ
ア

ル
ー
リ
ョ
ス
市
や
カ
ン
ピ
ー

ナ
ス
市
の
空
港
、
６
０
０
キ

ロ
以
上
離
れ
た
ミ
ナ
ス
州
ベ

ロ
・
オ
リ
ゾ
ン
テ
市
の
空
港

に
振
り
替
え
ら
れ
た
。ま
た
、

コ
ン
ゴ
ー
ニ
ャ
ス
行
き
の
９

便
は
欠
航
と
な
っ
た
。

　

同
空
港
は
通
常
、
午
後

１
１
時
に
離
着
陸
が
終
了
す

る
が
、
事
件
当
夜
は
、
１
３

日
午
前
２
時
４
５
分
ま
で
着

陸
が
続
い
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
時
は
、

地
上
３
０
メ
ー
ト
ル
ま
で

の
高
さ
な
ら
空
港
か
ら
半

アラウージョ都市相が辞任
　

ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
氏
は
１
３

日
午
後
、
大
統
領
府
で
行
わ

れ
た
都
市
省
管
轄
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
カ
ル
ト
ン
・
レ
フ
ォ

ル
マ
」
で
新
た
な
カ
ー
ド
を

支
給
す
る
行
事
の
直
前
に
テ

径
５
・
４
キ
ロ
以
上
、
地
上

３
０
〜
１
２
０
メ
ー
ト
ル
ま

で
の
高
さ
な
ら
、
空
港
か

ら
半
径
９
キ
ロ
以
上
離
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
。
１
２
０

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
時
は
事

前
の
許
可
も
必
要
だ
。

　

航
空
機
の
運
行
を
妨
害
し

た
場
合
は
２
〜
５
年
の
禁
固

刑
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
航

空
会
社
が
損
害
賠
償
を
求
め

て
裁
判
を
起
こ
す
可
能
性
も

あ
る
。
伯
国
航
空
会
社
協
会

は
、
被
害
総
額
を
１
０
０
万

レ
と
見
積
も
っ
て
い
る
。

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
ア
ド
リ

ア
ー
ノ
・
カ
ス
タ
ー
ニ
ョ
氏

は
、「
飛
行
機
は
繊
細
な
部

品
で
で
き
て
お
り
、
飛
行
中

に
ド
ロ
ー
ン
と
衝
突
す
る

と
、
制
御
を
失
い
、
大
事
故

に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
し
て
い
る
。

聖
州
イ
ト
ゥ
に
首
都
遷
都
？

共
和
制
記
念
日
の
限
定
企
画

伯
国
も
パ
リ
ク
ラ
ブ
に
直
訴

ペトロブラス

２
億
６
千
万
レ
の
黒
字
計
上

（２）２０１７年 第４８８０号 １１月 １５日 （水曜日）

ド
ロ
ー
ン
で
離
着
陸
不
能
に

被
害
総
額
１
０
０
万
レ
と
も

コンゴーニャス
空         港



薬
剤
メ
ー
カ
ー
も
対
処
で
き
ず

模
な
水
力
発
電
所
の
建
設
計

画
は
な
く
、
電
力
業
界
の
水

問
題
は
今
後
数
年
は
解
消
さ

れ
な
い
と
見
ら
れ
る
。

　

過
去
１
０
年
、
ジ
ラ
ウ
ー

と
サ
ン
ト
ア
ン
ト
ニ
オ
、
ベ

ロ
・
モ
ン
テ
、
テ
レ
ス
・
ピ
ー

レ
ス
、
サ
ン
マ
ノ
エ
ル
の
よ

う
な
大
規
模
な
水
力
発
電
所

の
建
設
が
進
め
ら
れ
た
。

　

い
ず
れ
も
ア
マ
ゾ
ン
熱
帯

雨
林
地
域
で
、
環
境
問
題
に

複
雑
な
問
題
を
抱
え
て
き
た

こ
と
か
ら
、
連
邦
政
府
は
新

た
な
水
力
発
電
所
の
建
設
計

画
を
凍
結
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
２
年
前
に
は

今
後
の
水
力
発
電
所
の
建
設

計
画
と
し
て
１
万
メ
ガ
ワ
ッ

ト
の
増
強
を
見
込
ん
で
い
た

の
に
対
し
、
現
在
で
は
３
千

メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
増
強
が
見
込

ま
れ
る
だ
け
の
状
態
だ
。

　

全
国
工
業
連
合
会
（
Ｃ
Ｎ

Ｉ
）の
ロ
ベ
ル
ト
・
ワ
グ
ナ
ー

氏
は
、「
太
陽
光
や
風
力
は
，

補
完
的
か
つ
重
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
だ
。
し
か
し
、
電
力
業

界
は
、
大
規
模
水
力
発
電
所

の
建
設
計
画
を
撤
回
し
た
と

　

除
草
剤
に
耐
性
を
持
つ
雑
草
の
成
長
を
抑
制
す
る
取
り
組
み
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
国

内
の
大
豆
生
産
に
お
い
て
、
一
部
の
ケ
ー
ス
で
は
、
生
産
コ
ス
ト
を
３
倍
以
上
に

は
ね
上
げ
て
い
る
。

る
と
、
現
在
、
国
内
で
は

２
０
１
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

大
豆
畑
で
、
こ
の
よ
う
な
耐

性
を
持
つ
雑
草
対
策
が
困
難

な
状
況
に
あ
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
地
域
は
特
定
の
地
域
に

限
ら
ず
、
２
０
１
６
／
１
７

農
年
に
は
、
全
体
の
６
０
％

と
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
豆
に
限
ら
ず
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
小
麦
、
米

と
い
っ
た
作
物
の
栽
培
に
お
い

て
も
同
様
で
、
耐
性
を
持
つ

雑
草
の
対
策
が
課
題
に
な
っ

て
い
る
。

　

Ｅ
Ｍ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ａ
に
よ
る

と
、
除
草
剤
に
耐
性
を
持
つ

雑
草
は
現
在
、
６
９
カ
国
の

９
２
の
作
物
の
生
産
現
場
で

確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数

は
２
５
２
種
類
に
の
ぼ
っ
て
い

る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
耐
性

を
持
つ
雑
草
は
８
種
が
知
ら

れ
て
い
る
。

　

耐
性
を
持
つ
雑
草
の
対
策

費
は
、
平
均
で
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
当
た
り
１
２
０
レ
ア
ル
に

な
る
。
だ
が
、
そ
の
種
類
や

蔓
延
の
度
合
い
、
生
産
物
の

生
産
性
に
与
え
る
影
響
の
見

通
し
な
ど
に
よ
っ
て
変
化
す

る
。

　

こ
れ
は
単
に
除
草
剤
の
価

格
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
こ

れ
ら
の
耐
性
の
あ
る
雑
草
に

よ
っ
て
作
物
の
生
育
に
影
響

が
出
て
、
生
産
性
が
低
下
す

る
こ
と
で
、
生
産
コ
ス
ト
が

上
昇
す
る
た
め
だ
。

　

こ
う
し
た
耐
性
を
持
つ
雑

除
草
剤
に
耐
性
を
持
つ
種
が
増
加

い
う
、
構
造
的
問
題
を
抱
え

て
い
る
。
従
来
、
３
年
か
ら

４
年
に
及
ぶ
雨
不
足
で
あ
っ

て
も
安
定
的
な
供
給
が
で
き

る
体
制
が
構
築
で
き
る
と
想

定
さ
れ
て
い
た
。だ
が
現
在
、

雨
不
足
で
耐
え
き
れ
る
の
は

わ
ず
か
数
カ
月
だ
」と
話
す
。

  　
　
　
　
（
４
日
付
掲
載
）

し
を
こ
れ
ま
で
の
２
・
５
％

増
か
ら
３
・
０
％
増
に
引
き

上
げ
る
中
、
こ
の
電
気
料
金

の
値
上
が
り
が
大
き
な
足
か

せ
に
な
る
可
能
性
が
高
ま
っ

て
い
る
。

　

全
国
的
に
雨
期
入
り
後
の

降
雨
量
が
例
年
の
水
準
を
下

回
っ
て
い
る
上
に
、
ブ
ラ
ジ

ル
北
東
部
で
は
旱
魃
の
影
響

で
火
力
発
電
所
の
稼
働
が
拡

大
し
て
い
る
。
た
だ
し
業
界

は
、
電
力
不
足
に
陥
る
可
能

性
は
な
い
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
後
数
年
は
大
規

　

水
力
発
電
所
の
貯
水
湖
の

水
位
が
低
下
し
、
火
力
発
電

所
の
稼
働
が
拡
大
し
て
い
る

こ
と
で
、
２
０
１
７
年
の
年

明
け
以
降
、
電
気
料
金
は
既

に
５
・
８
％
値
上
が
り
し
て

い
る
。

　

こ
の
間
の
イ
ン
フ
レ
は

１
・
７
８
％
増
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
現
状
に
つ
い
て
専

門
家
ら
は
、
製
造
業
の
中
小

企
業
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況

と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

連
邦
政
府
が
、
２
０
１
８

年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
見
通

火
力
発
電
稼
動
で
電
気
代
値
上
も

草
は
、
農
地
に
お
い
て
自
然

発
生
的
に
出
現
す
る
。
し
か

し
、
除
草
剤
の
継
続
的
な
使

用
や
、
同
一
の
除
草
剤
を
長

期
に
わ
た
っ
て
使
用
す
る
こ
と

で
、
こ
う
し
て
発
生
し
た
耐

性
を
持
つ
雑
草
が
年
月
を
か

け
て
「
自
然
淘
汰
」
さ
れ
、

よ
り
強
力
な
種
だ
け
が
生
き

残
り
、
勢
力
を
持
つ
こ
と
に

な
る
。

　

作
物
と
こ
れ
ら
の
雑
草
が
、

土
壌
と
水
、
太
陽
光
を
奪
い

合
う
と
い
う
状
況
は
、
国
内

で
は
公
式
に
４
６
件
の
発
生

が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
世
界

的
に
見
て
も
５
番
目
に
大
き

い
深
刻
な
状
態
に
あ
る
。

　

Ｅ
Ｍ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ａ
に
よ

ブラジルの水力発電所

雑草のイメージ

草
の
出
現
は
、薬
剤
メ
ー
カ
ー

に
と
っ
て
も
頭
の
痛
い
問
題

だ
。
新
た
な
製
品
の
リ
リ
ー

ス
は
雑
草
の
出
現
か
ら
遅
れ
、

し
か
も
、
高
価
に
な
る
。
開

　

２
０
１
７
年
第
３
四
半

期
（
７
―
９
月
期
）
の
輸
出

業
者
の
利
益
率
の
平
均
が
、

前
年
同
期
と
比
較
し
て
０
・

５
％
後
退
し
た
。
輸
出
品
の

平
均
単
価
は
３
・
１
％
増
だ

が
、
生
産
コ
ス
ト
が
１
％
上

昇
し
た
こ
と
と
２
・
６
％
増

の
為
替
変
動
で
、
利
益
率
が

縮
小
し
た
。
い
ず
れ
も
、
財

団
法
人
貿
易
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｘ
）
が
算
出

し
た
。

　

９
月
だ
け
を
見
る
と
、
輸

出
会
社
の
利
益
率
は
前
年
同

月
比
０
・
１
％
拡
大
し
た
。

単
価
が
同
４
・
５
％
値
上
が

り
し
た
こ
と
で
、
為
替
変
動

と
コ
ス
ト
の
上
昇
（
そ
れ
ぞ

れ
前
年
同
月
と
の
比
較
で

３
・
７
％
増
と
０
・
６
％
増
）

を
相
殺
し
て
も
、
ま
だ
伸
び

し
ろ
が
あ
っ
た
た
め
だ
。

　

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｘ
は
今
回
の

調
査
で
、
２
０
１
７
年
は
、

生
産
コ
ス
ト
と
為
替
の
動
向

が
、
輸
出
会
社
の
利
益
率
を

拡
大
す
る
方
向
で
後
押
し
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

第
１
四
半
期
の
輸
出
会
社

の
生
産
コ
ス
ト
は
前
年
同
期

比
４
・
６
％
増
、
第
２
四
半

　

２
年
前
に
ブ
ラ
ジ
ル
が
ロ

シ
ア
に
約
束
し
た
対
策
が
遅

れ
て
い
る
こ
と
で
、
す
で
に

対
ロ
輸
出
に
影
響
し
て
い
る

牛
肉
だ
け
で
な
く
、
輸
出
先

の
４
０
％
を
同
国
が
占
め
る

豚
肉
に
も
影
響
を
与
え
か
ね

な
い
情
勢
が
生
じ
て
い
る
。

　

バ
ロ
ー
ル
紙
が
入
手
し
た

情
報
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
側

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
２
０
１
５

年
１
０
月
に
、
当
時
の
カ
チ

マガジン・
ルイーザ

　

ブ
ラ
ジ
ル
農
畜
産
研
究
公

社
（
Ｅ
Ｍ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ａ
）
が

こ
の
ほ
ど
発
表
し
た
研
究
に

よ
る
と
、
農
地
に
除
草
剤
を

よ
り
多
く
投
入
す
る
必
要
が

生
じ
る
な
ど
し
た
結
果
、
耐

性
を
持
つ
雑
草
が
多
く
育
つ

地
域
で
は
、
投
入
財
の
コ
ス

ト
上
昇
と
生
産
性
の
低
下

に
よ
り
、
生
産
コ
ス
ト
が

４
２
％
か
ら
２
２
２
％
も
上

昇
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　

除
草
剤
に
耐
性
を
持
つ
雑

３
Ｑ
に
輸
出
利
益
率
が
微
減

前
年
同
期
比
で
０
・５
％
減

水
力
発
電
所
の
水
位
低
下
深
刻

１
７
年
の
工
業
生
産
を
市
場
が
予
想

　

ブ
ラ
ジ
ル
地
理
統
計
資
料

院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
が
１
日
に

発
表
し
た
月
例
工
業
物
理
生

産
量
調
査（
Ｐ
Ｉ
Ｍ
―
Ｐ
Ｆ
）

に
よ
る
と
、
国
内
工
業
生
産

は
、
２
０
１
７
年
９
月
に
前

月
比
０
・
２
％
増
を
記
録
し

た
。

　

９
月
と
し
て
は
、

２
０
１
３
年
以
来
の
最
も
大

き
な
伸
び
。
ま
た
今
回
の
発

表
に
合
わ
せ
て
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ

は
、
８
月
の
Ｐ
Ｉ
Ｍ
―
Ｐ
Ｆ

に
つ
い
て
、
当
初
発
表
し
て

い
た
０
・
８
％
減
か
ら
０
・

７
％
減
に
訂
正
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
２
０
１
７
年

第
３
四
半
期
（
７
―
９
月

期
）
は
、
前
年
同
期
比
３
・

１
％
増
。
３
四
半
期
連
続
で

プ
ラ
ス
を
記
録
し
た
こ
と
に

な
る
。

　

９
月
の
結
果
は
、
金
融
機

関
な
ど
２
７
社
を
対
象
に
バ

ロ
ー
ル
・
ダ
ッ
タ
が
実
施
し

た
事
前
予
想
の
平
均
（
０
・

５
％
増
）
を
下
回
っ
た
。

２
０
１
６
年
９
月
と
比
較
し

た
場
合
、
工
業
生
産
は
２
・

６
％
増
だ
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
１
―
９
月
の

工
業
生
産
は
１
・
６
％
増
、

ま
た
９
月
ま
で
の
過
去
１
２

カ
月
間
の
工
業
生
産
は
０
・

４
％
増
と
な
っ
た
。
１
２
カ

月
間
の
累
積
が
プ
ラ
ス
に
転

じ
る
の
は
、
２
０
１
４
年
５

月
以
来
。

　

詳
細
に
目
を
向
け
る
と
、

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
の
調
査
対
象
と

な
っ
た
２
４
業
種
の
内
、
８

業
種
が
生
産
を
拡
大
し
た
。

主
な
業
種
に
は
、
コ
ー
ク
ス

及
び
原
油
・
バ
イ
オ
燃
料

（
６
・７
％
増
）
と
食
品
（
４
・

１
％
増
）
が
あ
る
。
い
ず
れ

の
業
種
も
、
８
月
は
そ
れ
ぞ

れ
１
・
５
％
減
と
４
・
８
％
減

で
落
ち
込
ん
で
い
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
資
源

（
１
・
０
％
増
）
と
自
動
車
及

び
ト
レ
ー
ラ
ー
・
車
体
が
１
・

０
％
増
を
記
録
し
た
。

　

反
対
に
生
産
が
落
ち

込
ん
だ
の
は
、
た
ば
こ

（
１
５
・
５
％
減
）
と
そ
の
他

（
６
・０
％
減
）、
金
属
（
１
・

６
％
減
）、
皮
革
品
及
び
旅

行
用
品
・
靴
（
３
・
６
％
減
）

だ
っ
た
。

　
　
　
　
（
１
日
付
掲
載
）

３
年
ぶ
り
に
拡
大
す
る
と
の
見
方

雑草の存在が強力な天敵に大豆
生産

（３） ２０１７年第４８８０号  １１月 １５日 （水曜日）

オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
が
急
増

３
Ｑ
に
前
年
同
期
比
約
５
０
％
増

発
が
、
こ
う
し
た
耐
性
を
持

つ
雑
草
が
次
々
に
生
ま
れ
て

い
る
状
況
に
対
処
で
き
て
い

な
い
と
い
う
。

　

ど
の
メ
ー
カ
ー
が
除
草
剤

を
販
売
す
る
か
に
は
関
係
な

く
、
結
果
と
し
て
出
現
す
る

耐
性
を
持
っ
た
雑
草
が
与
え

る
影
響
は
極
め
て
甚
大
だ
。

　

   　
　
　
（
３
日
付
掲
載
）

　

オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
が
急
激

に
伸
び
て
お
り
、
マ
ガ
ジ

ン
・
ル
イ
ー
ザ
の
売
上
に
占

め
る
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
の
比

率
も
、
今
後
５
年
足
ら
ず
で

５
０
％
に
拡
大
す
る
見
込
み

だ
。

　

２
０
１
７
年
第3

３
四

半
期
（
７
―
９
月
期
）
は
、

３
４
億
３
千
万
レ
ア
ル
の
粗

売
上
の
３
０
％
を
占
め
た
。

前
年
同
期
と
比
較
す
る
と
、

オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
の
比
率
は

５
・
３
％
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

た
。

　

同
社
の
フ
レ
デ
リ
コ
・
ト

ラ
ジ
ャ
ノ
代
表
取
締
役
社
長

は
バ
ロ
ー
ル
紙
に
対
し
、「
社

内
で
目
標
は
設
定
さ
れ
て
い

な
い
が
、
複
数
の
ア
ナ
リ
ス

ト
の
間
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
販

売
が
こ
の
期
間
に
売
り
上
げ

の
半
分
を
占
め
る
ま
で
成
長

す
る
、
と
い
う
の
が
一
致
し

た
意
見
だ
。
当
社
は
、
こ
う

し
た
見
通
し
が
保
守
的
な
も

の
と
確
信
し
て
い
る
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

　

第
３
四
半
期
に
、
同
社
の

オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
は
前
年
同

期
比
５
４
・
６
％
増
と
大
き

な
伸
び
で
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
会
社
の
Ｅ
―
Ｂ
Ｉ
Ｔ
が

集
計
し
た
こ
の
市
場
全
体
の

伸
び
率
（
９
・
４
％
増
）
を

大
き
く
上
回
る
。
ト
ラ
ジ
ャ

ノ
社
長
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
利
用
の
拡
大
と
、
景
気

の
回
復
が
後
押
し
し
た
と
受

け
止
め
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
販
売
は
小
売
全
体

の
わ
ず
か
４
％
に
と
ど
ま

る
。
ト
ラ
ジ
ャ
ノ
社
長
は
、

電
子
商
取
引
の
拡
大
は
世
界

的
な
流
れ
で
あ
り
、
ブ
ラ
ジ

ル
が
そ
の
流
れ
に
乗
ら
な
い

わ
け
が
な
い
と
指
摘
す
る
。

　

な
お
同
社
は
、
２
０
１
８

年
に
６
０
店
舗
の
実
店
舗
の

オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
お

り
、
そ
の
半
数
が
上
半
期
と

な
る
。

　

第
３
四
半
期
の
純
利
益
は

９
２
５
０
万
レ
ア
ル
で
、
前

年
同
期
比
２
７
２
・
６
％
増
。

純
収
入
は
同
２
６
・
５
％
の

２
８
億
５
千
万
レ
ア
ル
。
利

払
い
前
・
税
引
き
前
・
減
価

償
却
前
利
益
（
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ

Ｄ
Ａ
）
は
３
８
・
８
％
増
の

２
億
５
０
４
０
万
レ
ア
ル

だ
っ
た
。

９
月
に
前
月
比
０
・
２
％
増

同
月
で
は
２
０
１
３
年
以
来
の
伸
び

期
は
同
２
・
４
％
増
を
記
録

し
た
。

　

反
対
に
為
替
は

１
９
・
６
％
増
と
８
・

４
％
減
。
単
価
は
同
様
に

２
２
・
２
％
増
と
１
３
・
１
％

増
を
記
録
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
利
益
率
は
、

第
１
四
半
期
が
６
・
１
％
減
、

第
２
四
半
期
が
１
・
２
％
増

と
な
っ
た
。

　
　
　
　
（
７
日
付
掲
載
）

　

ブ
ラ
ジ
ル
地
理
統
計
資
料

院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
が
１
日
に

発
表
し
た
月
例
工
業
物
理
生

産
量
調
査（
Ｐ
Ｉ
Ｍ
―
Ｐ
Ｆ
）

に
よ
る
と
、
国
内
工
業
生
産

は
、
２
０
１
７
年
９
月
に
前

月
比
０
・
２
％
増
を
記
録
し

た
。

　

９
月
と
し
て
は
、

２
０
１
３
年
以
来
の
最
も
大

き
な
伸
び
。
ま
た
今
回
の
発

表
に
合
わ
せ
て
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
は
、

８
月
の
Ｐ
Ｉ
Ｍ
―
Ｐ
Ｆ
に
つ

い
て
、
当
初
発
表
し
て
い
た

０
・
８
％
減
か
ら
０
・
７
％
減

に
訂
正
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
２
０
１
７
年

第
３
四
半
期（
７
―
９
月
期
）

は
、
前
年
同
期
比
３
・
１
％

増
。
３
四
半
期
連
続
で
プ
ラ

ス
を
記
録
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

９
月
の
結
果
は
、
金
融
機

関
な
ど
２
７
社
を
対
象
に
バ

ロ
ー
ル
・
ダ
ッ
タ
が
実
施
し

た
事
前
予
想
の
平
均
（
０
・

５
％
増
）
を
下
回
っ
た
。

２
０
１
６
年
９
月
と
比
較
し

た
場
合
、
工
業
生
産
は
２
・

６
％
増
だ
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
１
―
９
月
の

工
業
生
産
は
１
・
６
％
増
、

ま
た
９
月
ま
で
の
過
去
１
２

カ
月
間
の
工
業
生
産
は
０
・

４
％
増
と
な
っ
た
。
１
２
カ

月
間
の
累
積
が
プ
ラ
ス
に
転

じ
る
の
は
、
２
０
１
４
年
５

月
以
来
。

　

詳
細
に
目
を
向
け
る
と
、

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
の
調
査
対
象
と

な
っ
た
２
４
業
種
の
う
ち
８

業
種
が
生
産
を
拡
大
し
た
。

主
な
業
種
に
は
、
コ
ー
ク

ス
及
び
原
油
・
バ
イ
オ
燃
料

（
６
・７
％
増
）
と
食
品
（
４
・

１
％
増
）
が
あ
る
。
い
ず
れ

の
業
種
も
、
８
月
は
ぞ
れ
ぞ

れ
１
・
５
％
減
と
４
・
８
％
減

で
落
ち
込
ん
で
い
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、資
源（
１
・

０
％
増
）
と
自
動
車
及
び
ト

レ
ー
ラ
ー
・
車
体
が
１
・０
％

増
を
記
録
し
た
。

　

反
対
に
生
産
が
落
ち
込
ん

だ
の
は
、た
ば
こ（
１
５
・５
％

減
）
と
そ
の
他
（
６
・
０
％

減
）、
金
属
（
１
・
６
％
減
）、

皮
革
品
及
び
旅
行
用
品
・
靴

（
３
・６
％
減
）
だ
っ
た
。

　
　
　
　
（
１
日
付
掲
載
）

　

ナ
ト
ゥ
ー
ラ
の
技
術
者
と

経
営
者
が
、
近
い
将
来
に
美

容
品
で
使
わ
れ
る
新
た
な
手

法
を
調
査
し
て
い
る
。
同
社

が
進
め
て
い
る
の
は
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
活
用
だ
。

　

同
社
の
ダ
ニ
エ
ル
・
マ
ド
ゥ

レ
イ
ラ
・
ゴ
ン
ザ
ガ
製
品
開

発
担
当
取
締
役
に
よ
る
と
、

「
肌
の
保
湿
を
計
測
す
る
セ

ン
サ
ー
に
関
し
て
、
社
内
で

様
々
な
議
論
を
し
て
い
る
」

と
い
う
。

　

こ
の
セ
ン
サ
ー
は
、
携
帯

電
話
、
あ
る
い
は
ス
マ
ー
ト

ウ
ォ
ッ
チ
と
接
続
し
て
使
用

す
る
も
の
に
な
る
見
込
み
だ
。

た
だ
し
、
具
体
的
な
リ
リ
ー

ス
の
日
程
は
未
定
。

　

様
々
な
大
企
業
が
顧
客
の

取
り
込
み
に
向
け
、
デ
ジ
タ

ル
分
野
で
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い

る
が
、
ナ
ト
ゥ
ー
ラ
も
、
こ

の
分
野
に
お
け
る
事
業
を
次

第
に
拡
大
し
て
い
る
。

　

６
月
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
所
有
す
る
消
費
者
向
け

に
、
中
国
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・

メ
ー
カ
ー
、
メ
イ
ツ
と
開
発

し
た
、
バ
ー
チ
ャ
ル
で
口
紅

を
試
す
こ
と
が
で
き
る
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い

る
。　
　
　
（
３
日
付
掲
載
）

ＰＩＭ

ア
・
ア
ブ
レ
ウ
農
相
が
発
表

し
た
、
魚
介
類
と
小
麦
の
市

場
開
放
の
遅
れ
に
い
ら
だ
ち

を
見
せ
て
い
る
。
不
満
を
募

ら
せ
た
ロ
シ
ア
側
は
、
同
様

に
農
産
物
分
野
で
報
復
を
検

討
し
て
い
る
模
様
だ
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
報
復
の
脅

威
は
、
先
週
、
具
体
化
し
始

め
た
。
ロ
シ
ア
農
業
監
視

局
ロ
ス
セ
リ
ホ
ズ
ナ
ド
ゾ
ー

ル
は
、
食
肉
会
社
マ
タ
ボ

イ
が
ゴ
イ
ア
ス
州
の
サ
ン
タ

フ
ェ
・
デ
・
ゴ
イ
ア
ス
に
保

有
す
る
食
肉
加
工
場
か
ら
の

輸
入
を
禁
止
し
た
。

　

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｂ
Ｓ
と
フ
リ

ゴ
ル
、フ
リ
ゴ
エ
ス
ト
レ
ラ
、

フ
リ
ゴ
ン
の
４
カ
所
の
肉
牛

の
屠
畜
場
と
、
ア
ウ
ロ
ラ
の

豚
の
屠
畜
場
１
カ
所
を
監
視

強
化
対
象
に
指
定
し
た
。

　

豚
肉
の
ケ
ー
ス
で
は
、
ロ

シ
ア
が
監
視
強
化
以
上
の
措

置
を
取
り
か
ね
な
い
と
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
（
６
日
付
掲
載
）

肌
の
デ
ジ
タ
ル

セ
ン
サ
ー
研
究

ナ
ト
ゥ
ー
ラ
が
デ
ジ
タ
ル
活
用

伯
国
の
市
場
開
放

対
応
へ
の
報
復

ロ
シ
ア
が
食
肉
規
制
強
化
の
動
き
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高こ
う

知ち

県け
ん

立り
つ

美び

術じ
ゅ
つ

館か
ん

の
あ

と
、
大お

お

原は
ら

治は
る

雄お

写し
ゃ

真し
ん

展て
ん

は
兵

ひ
ょ
う

庫ご

、
山や

ま

梨な
し

を
巡

じ
ゅ
ん

回か
い

。
先せ

ん

月げ
つ

か

ら
は
東と

う

京き
ょ
うの
「
フ
ジ
フ
イ
ル

ム　

ス
ク
エ
ア　

写し
ゃ

真し
ん

歴れ
き

史し

博は
く

物ぶ
つ

館か
ん

」
で
精せ

い

選せ
ん

さ
れ
た
作さ

く

品ひ
ん

２
２
点て

ん

が
公こ

う

開か
い

中ち
ゅ
う。
こ
こ

で
の
展て

ん

覧ら
ん

会か
い

は
１
２
月が

つ

２
８

　

移い

民み
ん

写し
ゃ

真し
ん

家か

・
大お

お

原は
ら

治は
る

雄お

（
１
９
０
９
―
９
９
年ね

ん

）
の
展て

ん

覧ら
ん

会か
い

が
昨さ

く

年ね
ん

４
月が

つ

、
高こ

う

知ち

県け
ん

立り
つ

美び

術じ
ゅ
つ

館か
ん

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。

大お
お

原は
ら

の
作さ

く

品ひ
ん

が
展て

ん

示じ

さ
れ
る
の
は
こ
れ
が
日に

本ほ
ん

初は
つ

で
、
大お

お

き
な
注

ち
ゅ
う

目も
く

を
集あ

つ

め
た
。
同ど

う

美び

術じ
ゅ
つ

館か
ん

で
主し

ゅ

任に
ん

学が
く

芸げ
い

員い
ん

を
務つ

と

め
て

い
た
影か

げ

山や
ま

千ち

夏な
つ

さ
ん
が
９
月が

つ

下げ

旬じ
ゅ
んか
ら
約や

く

３
週

し
ゅ
う

間か
ん

、
大お

お

原は
ら

の
家か

族ぞ
く

な
ど
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

に
会あ

う
た
め
に
滞た

い

伯は
く

。
日に

本ほ
ん

で
は
ほ
ぼ

無む

名め
い

だ
っ
た
大お

お

原は
ら

の
展て

ん

覧ら
ん

会か
い

を
開か

い

催さ
い

し
た
経け

い

緯い

や
、
そ
の
反は

ん

響き
ょ
うな
ど
に
つ
い
て
語か

た
っ
た
。

日に
ち

ま
で
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。
写し

ゃ

真し
ん

集し
ゅ
うも
昨さ

く

年ね
ん

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
、
日に

本ほ
ん

で
の
大お

お

原は
ら

治は
る

雄お

の
知ち

名め
い

度ど

は

着ち
ゃ
く

実じ
つ

に
高た

か

ま
り
つ
つ
あ
る
よ

う
だ
。
そ
ろ
そ
ろ
聖せ

い

市し

で
も

〃
凱が

い

旋せ
ん

〃
写し

ゃ

真し
ん

展て
ん

を
や
っ
て

も
い
い
の
で
は
？

　
　
　
　
　

◎

　

英え
い

語ご

に
は
縁え

ん

の
な
い
ブ
ラ

ジ
ル
の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

で
も
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
語ご

を
使つ

か

っ
て
質し

つ

問も
ん

、
抗こ

う

議ぎ

、
議ぎ

論ろ
ん

す
る
こ
と

は
日に

ち

常じ
ょ
う

的て
き

だ
。
た
と
え
う

知し

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
死し

の
直

ち
ょ
く

前ぜ
ん

、
９
８
年ね

ん

に
「
ロ
ン

ド
リ
ー
ナ
国こ

く

際さ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
で
初は

つ

個こ

展て
ん

を
開か

い

催さ
い

し
た
。

　

大お
お

原は
ら

の
写し

ゃ

真し
ん

に
は
過か

酷こ
く

な

労ろ
う

働ど
う

や
生せ

い

活か
つ

の
苦く

る

し
さ
は
写う

つ

し
出だ

さ
れ
て
い
な
い
。
家か

族ぞ
く

や
身み

の
回ま

わ

り
の
人ひ

と

、
自し

然ぜ
ん

の

美う
つ
くし
さ
な
ど
、
日に

ち

常じ
ょ
うの
何な

に

気げ

な
い
も
の
に
目め

を
向む

け
て
シ
ャ

ッ
タ
ー
が
切き

れ
ら
れ
て
い
る
。

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

や
日に

本ほ
ん

で
も
あ
ま

り
知し

ら
れ
て
い
な
い
存そ

ん

在ざ
い

だ
っ

た
。

　

し
か
し
、
２
０
１
５
年ね

ん

の

日に

本ほ
ん

ブ
ラ
ジ
ル
修

し
ゅ
う

好こ
う

１
２
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

を
機き

に
、
駐

ち
ゅ
う

日に
ち

ブ
ラ
ジ

ル
大た

い

使し

館か
ん

と
大お

お

原は
ら

の
作さ

く

品ひ
ん

を

管か
ん

理り

す
る
モ
レ
イ
ラ
・
サ
ー

レ
ス
財ざ

い

団だ
ん

（
Ｉ
Ｍ
Ｓ
）
が
大お

お

原は
ら

治は
る

雄お

写し
ゃ

真し
ん

展て
ん

を
企き

画か
く

。
高こ

う

知ち

出し
ゅ
っ

身し
ん

の
移い

民み
ん

写し
ゃ

真し
ん

家か

と
い

う
こ
と
に
加く

わ

え
、
作さ

く

品ひ
ん

自じ

体た
い

の
美う

つ
く
し
さ
も
決き

め
手て

に
な
り
、

高こ
う

知ち

県け
ん

立り
つ

美び

術じ
ゅ
つ

館か
ん

が
開か

い

催さ
い

を
決け

っ

定て
い

し
た
。

　

日に

本ほ
ん

で
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ

ビ
番ば

ん

組ぐ
み

「
日に

ち

曜よ
う

美び

術じ
ゅ
つ

館か
ん

」
な

ど
で
取と

り
上あ

げ
ら
れ
こ
と
も

あ
り
、
一い

ち

躍や
く

、「
移い

民み
ん

写し
ゃ

真し
ん

家か

」
と
し
て
認に

ん

知ち

さ
れ
る
様よ

う

に
な
っ
た
。

　

県け
ん

立り
つ

美び

術じ
ゅ
つ

館か
ん

に
は
４
０

年ね
ん

代だ
い

か
ら
６
０
年ね

ん

代だ
い

に
撮さ

つ

影え
い

さ
れ
た
作さ

く

品ひ
ん

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
、
約や

く

１
８
０
点て

ん

の
白し

ろ

黒く
ろ

写し
ゃ

真し
ん

を
展て

ん

示じ

。
大お

お

原は
ら

が
渡と

伯は
く

以い

来ら
い

７
０

年ね
ん

間か
ん

書か

き
続つ

づ

け
た
日に

っ

記き

、
自じ

作さ
く

の
写し

ゃ

真し
ん

ア
ル
バ
ム
、
使つ

か
っ
て

い
た
カ
メ
ラ
な
ど
の
関か

ん

連れ
ん

資し

料り
ょ
うも
展て

ん

示じ

さ
れ
た
。

　

展て
ん

覧ら
ん

会か
い

の
開か

い

催さ
い

式し
き

典て
ん

で
は
、

大お
お

原は
ら

と
晩ば

ん

年ね
ん

を
過す

ご
し
た
孫ま

ご

の
サ
ウ
ロ
治は

る

夫お

さ
ん
が
挨あ

い

拶さ
つ

し
、「
日に

本ほ
ん

で
写し

ゃ

真し
ん

展て
ん

を
開か

い

催さ
い

で
き
た
の
を
一い

ち

番ば
ん

喜よ
ろ
こん
で

い
る
の
は
天て

ん

国ご
く

に
い
る
祖そ

父ふ

だ
と
思お

も

う
」
と
話は

な

し
た
。
大お

お

　

暁
ぎ
ょ
う

秀し
ゅ
う

高こ
う

校こ
う

の
メ
ン
バ
ー
は

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
花は

な

井い

玲れ

美み

さ
ん（
れ

み
）、
中な

か

尾お

亮り
ょ
う

太た

さ
ん
、
イ

ン
ド
出

し
ゅ
っ

身し
ん

で
３
歳さ

い

の
時と

き

に
来ら

い

日に
ち

し
た
ム
ジ
ュ
ム
ダ
ル
・
デ

ワ
ヤ
ニ
さ
ん
、
カ
ナ
ダ
人じ

ん

の

父ち
ち

と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
母は

は

を
持も

つ
ト

ー
ン
・
ア
リ
ー
シ
ャ
さ
ん
の
４

人に
ん

。
　

国こ
く

際さ
い

色し
ょ
く

豊ゆ
た

か
な
チ
ー
ム
に
、

「
移い

民み
ん

」
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

聞き

い
て
み
た
。

　

中な
か

尾お

さ
ん
は
、「
自じ

分ぶ
ん

も

海か
い

外が
い

に
住す

ん
で
い
た
し
、
学が

っ

校こ
う

が
こ
の
よ
う
な
環か

ん

境き
ょ
うで
す

か
ら
、
テ
ー
マ
を
知し

っ
た
と
き

受う

け
入い

れ
る
べ
き
だ
と
思お

も

い

ま
し
た
。
で
も
デ
ィ
ベ
ー
ト
を

す
る
に
あ
た
っ
て
、
移い

民み
ん

と
難な

ん

民み
ん

の
違ち

が

い
や
何な

に

を
移い

民み
ん

と
い

う
の
か
な
ど
を
考か

ん
が

え
ま
し
た
」

と
話は

な

し
た
。

　

ま
た
、
浜は

ま

松ま
つ

北き
た

高こ
う

校こ
う

の
チ

ー
ム
に
も
「
移い

民み
ん

政せ
い

策さ
く

を
緩か

ん

和わ

さ
せ
る
べ
き
」
と
い
う
テ

ー
マ
を
知し

っ
た
と
き
の
意い

見け
ん

と

今い
ま

で
は
意い

見け
ん

が
変か

わ
っ
た
か

と
投な

げ
か
け
る
と
、
メ
ン
バ

原は
ら

は
妻つ

ま

と
と
も
に
日に

本ほ
ん

を
訪

お
と
ず

れ
る
こ
と
を
望の

ぞ

ん
で
い
た
が
、

７
３
年ね

ん

に
妻つ

ま

に
先さ

き

立だ

た
れ
、

生し
ょ
う

涯が
い

祖そ

国こ
く

の
土つ

ち

を
踏ふ

む
こ
と

は
無な

か
っ
た
。

　

影か
げ

山や
ま

さ
ん
は
「
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

の

中な
か

に
は
作さ

く

品ひ
ん

を
見み

て
涙な

み
だ
を
流な

が

す
人ひ

と

も
い
た
」と
言い

う
。
ま
た

「
写し

ゃ

真し
ん

か
ら
温あ

た
た
か
み
を
感か

ん

じ

た
」
と
い
う
声こ

え

や
、「
移い

民み
ん

は

苦く

労ろ
う

だ
け
で
な
く
、
幸し

あ
わ
せ
な

時じ

間か
ん

も
過す

ご
し
て
い
た
こ
と

を
知し

れ
た
」
と
の
コ
メ
ン
ト

も
あ
っ
た
と
い
う
。

ー
の
ひ
と
り
の
男だ

ん

子し

は
、「
も

と
も
と
い
い
イ
メ
ー
ジ
が
な
か

っ
た
の
で
、
否ひ

定て
い

側が
わ

に
有ゆ

う

利り

な
テ
ー
マ
だ
と
思お

も

い
ま
し
た
」

と
率そ

っ

直ち
ょ
くな
感か

ん

想そ
う

を
述の

べ
た
。

　

し
か
し
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
で
肯こ

う

定て
い

と
否ひ

定て
い

の
主し

ゅ

張ち
ょ
うを
考か

ん
が

え
て

資し

料り
ょ
うを
読よ

み
込こ

む
中な

か

で
、「
悪わ

る

い
イ
メ
ー
ジ
は
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ

ー
ス
の
影え

い

響き
ょ
うが
強つ

よ

か
っ
た
と
思お

も

っ
た
」
と
い
う
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

に
日に

っ

系け
い

ブ

ラ
ジ
ル
人じ

ん

が
多お

お

か
っ
た
と
い
う

メ
ン
バ
ー
の
女じ

ょ

子し

は
「
も
と
も

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ

区く

の
宮み

や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（R
u
a 

Fagundes, 1
5
2

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

２
年ね

ん

に
１
度ど

の
発は

っ

表ぴ
ょ
う

会か
い

。

１
０
０
人に

ん

を
越こ

え
る
生せ

い

徒と

が

練れ
ん

習し
ゅ
う

成せ
い

果か

を
披ひ

露ろ
う

す
る
。
生な

ま

バ
ン
ド
の
演え

ん

奏そ
う

の
ほ
か
、
安や

す

木き

節ぶ
し

の
専せ

ん

門も
ん

家か

、
村む

ら

信の
ぶ

政ま
さ

幸ゆ
き

さ
ん
が
踊お

ど

り
を
披ひ

露ろ
う

す
る
。

参さ
ん

加か

者し
ゃ

の
中な

か

に
は
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自じ

慢ま
ん

」
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
大た

い

会か
い

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

者し
ゃ

も
い
る
そ

う
。
会か

い

場じ
ょ
う

内な
い

で
は
焼や

き
栗ぐ

り

、

ブ
ッ
フ
ェ
和か

ず

の
弁べ

ん

当と
う

が
販は

ん

売ば
い

さ

れ
る
。

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
広ひ

ろ

瀬せ

主し
ゅ

宰さ
い

は
「
コ
ロ
ニ
ア
で
有ゆ

う

名め
い

な
実じ

つ

力り
ょ
く

者し
ゃ

が
出

し
ゅ
つ

演え
ん

す
る
な

ど
、
知し

ら
な
い
人ひ

と

が
来き

て
も

楽た
の

し
め
る
。
是ぜ

非ひ

お
越こ

し
く

だ
さ
い
」
と
来ら

い

場じ
ょ
うを
呼よ

び
か

け
た
。問
と
い

合あ
わ

せ
は
広ひ

ろ

瀬せ

主し
ゅ

宰さ
い

（
１
１
・
３
２
０
７
・
８
０
６

３
、
同ど

う

・
９
９
７
５
１
・８
５

１
９
）
ま
で
。

ま
く
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

で
き
な
い
と
し
て

も
、
あ
る
程て

い

度ど

の
抗こ

う

議ぎ

や
質し

つ

問も
ん

が
で
き
な
く
て
は
生せ

い

活か
つ

す

ら
送お

く

れ
な
い
。
日に

本ほ
ん

語ご

で
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

す
る
よ
う
な
多た

様よ
う

な
言い

い

回ま
わ

し
は
ム
リ
だ
し
、
微び

妙み
ょ
うな

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
込こ

め
る
こ
と

も
不ふ

可か

能の
う

。
で
も
、
伝つ

た

え
る

べ
き
内な

い

容よ
う

は
言い

う
必ひ

つ

要よ
う

が
あ

る
。
日に

本ほ
ん

で
英え

い

語ご

の
デ
ィ
ベ

ー
ト
が
出で

来き

る
高こ

う

校こ
う

生せ
い

は
、

あ
る
意い

味み

、
エ
リ
ー
ト
か
も

し
れ
な
い
。
だ
が
、
移い

民み
ん

に
と
っ
て
外が

い

国こ
く

語ご

は
日に

ち

常じ
ょ
う

的て
き

な

「
道ど

う

具ぐ

」
だ
。
子こ

や
孫ま

ご

な
ど

ポ
語ご

を
母ぼ

語ご

と
す
る
二に

世せ
い

以い

降こ
う

の
世せ

代だ
い

と
話は

な

す
と
き
も
そ

う
。
家か

庭て
い

内な
い

で
も
日に

ち

常じ
ょ
う

的て
き

に

起お

き
る
環か

ん

境き
ょ
うで
も
あ
る
。
問も

ん

題だ
い

は
、
そ
の
「
道ど

う

具ぐ

」
を
使つ

か

っ
て
何な

に

を
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

す
る
か
。
む

し
ろ
移い

民み
ん

が
頭あ

た
ま

を
悩な

や

ま
し
て

き
た
の
は
、「
ど
ん
な
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
子し

孫そ
ん

に
伝つ

た

え
る
か
」

と
い
う
内な

い

容よ
う

の
問も

ん

題だ
い

で
は
な

い
か
。

大お
お

原は
ら

治は
る

雄お

、作さ
く

品ひ
ん

で
錦き

ん

衣い

帰き

郷き
ょ
う

祖そ

国こ
く

で
脚き

ゃ
っ

光こ
う

浴あ

び
る
移い

民み
ん

写し
ゃ

真し
ん

家か

と
悪わ

る

い
印い

ん

象し
ょ
うも
な
か
っ
た
し
、

外が
い

国こ
く

人じ
ん

を
助た

す

け
た
り
、
助た

す

け

て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
が
普ふ

通つ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
か
ら
、
心

こ
こ
ろ

の
中な

か

で
は
い
つ
も
肯こ

う

定て
い

の
立た

ち

場ば

で
し
た
」
と
話は

な

し
た
。

　

移い

民み
ん

と
い
う
テ
ー
マ
を
議ぎ

論ろ
ん

す
る
中な

か

で
は
、
社し

ゃ

会か
い

保ほ

障し
ょ
う・
治ち

安あ
ん

・
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
く・
経け

い

済ざ
い

・
人じ

ん

権け
ん

・
Ａ
Ｉ
（
人じ

ん

工こ
う

知ち

能の
う

）・
コ
ス
ト
・
国こ

く

際さ
い

比ひ

較か
く

な

桜さ
く
らの
植し

ょ
く

樹じ
ゅ

も
「
交こ

う

流り
ゅ
う

し
ま
し
ょ
う
」

小こ

桜ざ
く
ら

舞ま
い

子こ

さ
ん
歓か

ん

迎げ
い

会か
い

、１
７
日に

ち

ど
様さ

ま

々ざ
ま

な
難む

ず
か

し
い
キ
ー

ワ
ー
ド
が
当あ

た
り
前ま

え

に

飛と

び
交か

い
、
そ
の
知ち

識し
き

や
考こ

う

察さ
つ

が
必ひ

つ

要よ
う

と
さ
れ

て
い
た
。

　

限か
ぎ

ら
れ
た
主し

ゅ

張ち
ょ
う

の

数か
ず

と
時じ

間か
ん

、
勝

し
ょ
う

負ぶ

を

決き

め
な
く
て
は
い
け
な

い
「
試し

合あ
い

」
と
あ
っ
て
、

本ほ
ん

来ら
い

の
移い

民み
ん

の
是ぜ

非ひ

の

議ぎ

論ろ
ん

と
は
目も

く

的て
き

は
違ち

が

う

か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

高こ
う

校こ
う

生せ
い

が
こ
こ
ま
で
調

ち
ょ
う

査さ

と
議ぎ

論ろ
ん

を
深ふ

か

め
る
こ

と
は
と
て
も
意い

義ぎ

の
あ

る
こ
と
だ
。

生せ
い

と
英え

い

語ご

で
戦た

た
か

え
る
日に

本ほ
ん

の

大お
と
な人
は
ど
の
く
ら
い
い
る
だ

ろ
う
か
。

　

英え
い

語ご

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
普ふ

及
き
ゅ
う

は
、
日に

本ほ
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

現げ
ん

場ば

の

「
受う

け
る
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う
」
か
ら
「
考

か
ん
が

え
て
主し

ゅ

張ち
ょ
う

す
る
学ま

な

び
」
へ
、

さ
ら
に
は
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
様さ

ま

々ざ
ま

な
国く

に

で
そ
の
国く

に

の
人に

ん

間げ
ん

と
共と

も

に
何な

に

か
を
す
る
」
こ
と
を
具ぐ

体た
い

的て
き

に
想そ

う

像ぞ
う

す
る
良よ

い
機き

会か
い

を
提て

い

供き
ょ
うし
て
い
る
。

　

全ぜ
ん

国こ
く

大た
い

会か
い

は
１
２
月が

つ

１
６

日に
ち

、
１
７
日に

ち

に
埼さ

い

玉た
ま

県け
ん

で
行

お
こ
な

わ
れ
る
。
静し

ず

岡お
か

県け
ん

か
ら
は
県け

ん

大た
い

会か
い

を
優ゆ

う

勝し
ょ
うし
た
加か

藤と
う

学が
く

園え
ん

暁ぎ
ょ
う

秀し
ゅ
う

高こ
う

校こ
う

と
準

じ
ゅ
ん

優ゆ
う

勝し
ょ
う

し
た

三み

島し
ま

北き
た

高こ
う

校こ
う

が
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うす
る
。

　

英え
い

語ご

教き
ょ
う

育い
く

の
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

だ
け

で
は
な
く
小

し
ょ
う

中ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

の
教

き
ょ
う

員い
ん

や
地ち

方ほ
う

自じ

治ち

体た
い

の
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

に

も
注

ち
ゅ
う

目も
く

し
て
も
ら
い
た
い
と
こ

ろ
だ
。（
終お

わ
り
、
秋あ

き

山や
ま

郁い
く

美み

通つ
う

信し
ん

員い
ん

）

　

宮み
や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
中な

か

沢ざ
わ

宏こ
う

一い
ち

会か
い

長ち
ょ
う）
は
、
歌か

手し
ゅ

・
小こ

桜ざ
く
ら

舞ま
い

子こ

さ
ん
の
歓か

ん

迎げ
い

会か
い

を
、
１
７

日に
ち

午ご

後ご

７
時じ

半は
ん

か
ら
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

（R
ua Fagu

ndes, 
152
, L
ib
erd
ad
e

）
で

開か
い

催さ
い

す
る
。

　

小こ

桜ざ
く
らさ
ん
は
、
１
６
日に

ち

に

来ら
い

伯は
く

し
、
１
９
日に

ち

に
文ぶ

ん

協き
ょ
う

大だ
い

（７） ２０１７年第４８８０号  １１月 １５日 （水曜日）

「治
はる

雄
お

の娘
むすめ

・マリアと甥
おい

・富
とみ

田
た

カズオ、1955 年
ねん

、パラナ州
しゅう

ロンドリー
ナ」（copyright.Haruo Ohara/Instituto Moreira Salles Collection）

外が
い

国こ
く

で
通つ

う

用よ
う

す
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に

第
だい

４回
かい

暁
ぎょう

秀
しゅう

高
こう

校
こう

と三
み

島
しま

北
きた

高
こう

校
こう

Ｂチームの集
しゅう

合
ごう

写
しゃ

真
しん

元も
と

学が
く

芸げ
い

員い
ん

、影か
げ

山や
ま

さ
ん
語か

た

る

　

こ
の
テ
ー
マ
で
こ
の
高こ

う

校こ
う

影か
げ

山や
ま

さ
ん
と
写し

ゃ

真し
ん

家か

大お
お

原は
ら

大
おお

原
はら

の家
か

族
ぞく

と影
かげ

山
やま

さん（前
ぜん

列
れつ

しゃがんでいる女
じょ

性
せい

）（撮
さつ

影
えい

：Saulo Haruo Ohara）

　

大お
お

原は
ら

は
１
９
１
２
年ね

ん

、

大
おお

原
はら

の家
か

族
ぞく

を訪
おとず

れた。影
かげ

山
やま

さんが家
か

族
ぞく

と会
あ

うのは２回
かい

目
め

。展
てん

覧
らん

会
かい

前
まえ

の去
きょ

年
ねん

の１月
がつ

、生
せい

前
ぜん

の大
おお

原
はら

について教
おし

えてもらった。
　影

かげ

山
やま

さんは、家
か

族
ぞく

から「日
に

本
ほん

で展
てん

示
じ

してくれてありがとう」
と歓

かん

迎
げい

を受
う

け感
かん

謝
しゃ

された。「お礼
れい

を言
い

いたいのは自
じ

分
ぶん

の方
ほう

。
温
あたた

かさが心
こころ

に沁
し

みました」と微
ほほ

笑
え

む。
　大

おお

原
はら

の死
し

後
ご

から約
やく

２０年
ねん

が経
た

つが、なぜ大
おお

原
はら

が生
しょう

涯
がい

、写
しゃ

真
しん

撮
さつ

影
えい

に情
じょう

熱
ねつ

を注
そそ

いだのかは明
あき

らかになっていない。影
かげ

山
やま

さ
んは「モレイラ・サーレス財

ざい

団
だん

に所
しょ

蔵
ぞう

されている日
にっ

記
き

を解
かい

読
どく

すれば、多
おお

くのことが分
わ

かるのでは」とし、今
こん

後
ご

、研
けん

究
きゅう

を進
すす

めたいと考
かんが

えている。
　「家

か

族
ぞく

の方
かた

々
がた

も日
にっ

記
き

に何
なに

が書
か

いてあるのか知
し

りたがってい
る。私

わたし

個
こ

人
じん

でどこまで出
で

来
き

るかわからないが、これからも大
おお

原
はら

に関
かか

わっていくつもり」。同
どう

郷
きょう

の写
しゃ

真
しん

家
か

である以
い

上
じょう

に思
おも

い入
い

れのある存
そん

在
ざい

となっている。（陸）

来
らい

社
しゃ

した中
なか

沢
ざわ

会
かい

長
ちょう

と宮
みや

村
むら

秀
ひで

光
みつ

さん

講こ
う

堂ど
う

で
公こ

う

演え
ん

を
行お

こ

な
う
。
歓か

ん

迎げ
い

会か
い

で
は
小こ

桜ざ
く
らさ
ん
と
交こ

う

流
り
ゅ
う

し
、
共と

も

に
ピ
ラ
ル
ク
ー
料

り
ょ
う

理り

な
ど
を
楽た

の

し
め
る
。

　

歓か
ん

迎げ
い

会か
い

前ま
え

の
午ご

後ご

５
時じ

か

ら
は
「
ふ
る
さ
と
」
と
い

う
品ひ

ん

種し
ゅ

の
桜さ

く
ら

を
フ
ァ
グ
ン
デ

ス
街が

い

３
０
０
番ば

ん

地ち

に
植

し
ょ
く

樹じ
ゅ

す

る
。
小こ

桜ざ
く
らさ
ん
の
出

し
ゅ
っ

身し
ん

地ち

が

神か

奈な

川が
わ

で
、
デ
ビ
ュ
ー
曲き

ょ
く

が

秋あ
き

田た

を
舞ぶ

台た
い

と
し
て
い
た
の

で
、
神か

奈な

川が
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

と
秋あ

き

田た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
協

き
ょ
う

賛さ
ん

す
る
。

　

中な
か

沢ざ
わ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
フ
ァ
グ
ン

デ
ス
街が

い

に
は
桜さ

く
ら

が
街が

い

路ろ

樹じ
ゅ

と
し
て
植う

え
て
あ
る
。
名な

前ま
え

に
『
桜さ

く
ら

』
が
付つ

く
小こ

桜ざ
く
らさ
ん

と
宮み

や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

に
は
『
桜

さ
く
ら

の
縁え

ん

』
が
あ
る
」
と
話は

な

し
、

「
大お

お

勢ぜ
い

で
歓か

ん

迎げ
い

し
ま
し
ょ
う
」

と
呼よ

び
か
け
た
。

　

歓か
ん

迎げ
い

会か
い

の
参さ

ん

加か

費ひ

は
３
０

レ
ア
ル
。
飲の

み
物も

の

代だ
い

は
別べ

つ

。

案
あん

内
ない

のため来
らい

社
しゃ

した
広
ひろ

瀬
せ

主
しゅ

宰
さい

１５日
にち

に発
はっ

表
ぴょう

会
かい

、１００人
にん

が参
さん

加
か

広
ひろ

瀬
せ

カラオケ教
きょう

室
しつ

　

聖せ
い

市し

の
カ
ラ
オ
ケ
教

き
ょ
う

室し
つ

「
ひ
ろ
せ
音お

ん

楽が
く

教き
ょ
う

室し
つ

」（
広ひ

ろ

瀬せ

秀ひ
で

雄お

主し
ゅ

宰さ
い

）
が
『
第だ

い

６

回か
い

発は
っ

表ぴ
ょ
う

会か
い

』
を
１
５
日に

ち

午ご

　

１
５
日に

ち

が
「
共

き
ょ
う

和わ

制せ
い

宣せ
ん

言げ
ん

記き

念ね
ん

日び

」
の
た
め
、
翌よ

く

１
６
日に

ち

の
新し

ん

聞ぶ
ん

が
休

き
ゅ
う

刊か
ん

と

な
る
。
ま
た
、
２
０
日か

が

「
黒こ

く

人じ
ん

意い

識し
き

の
日ひ

」の
た
め
、

翌よ
く

２
１
日に

ち

の
新し

ん

聞ぶ
ん

が
休

き
ゅ
う

刊か
ん

と
な
る
。

□
休き

ゅ
う

刊か
ん

案あ
ん

内な
い

□

１
７
歳さ

い

の
と
き
に
家か

族ぞ
く

と
と

も
に
高こ

う

知ち

県け
ん

か
ら
聖せ

い

州し
ゅ
うコ
チ

ア
市し

に
入

に
ゅ
う

植し
ょ
くし
た
。
３
３
年ね

ん

か
ら
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
うロ
ン
ド
リ
ー

ナ
市し

に
移い

転て
ん

し
、
コ
ー
ヒ
ー

栽さ
い

培ば
い

に
従

じ
ゅ
う

事じ

す
る
傍か

た
わ
ら
、
家か

族ぞ
く

の
日に

ち

常じ
ょ
うや
農の

う

園え
ん

風ふ
う

景け
い

な

ど
の
撮さ

つ

影え
い

に
打う

ち
込こ

ん
だ
。

７
０
年ね

ん

代だ
い

初し
ょ

頭と
う

か
ら
徐じ

ょ

々じ
ょ

に

　影
かげ

山
やま

千
ち

夏
なつ

さんは、高
こう

知
ち

県
けん

立
りつ

美
び

術
じゅつ

館
かん

で開
かい

催
さい

された移
い

民
みん

写
しゃ

真
しん

家
か

・大
おお

原
はら

治
はる

雄
お

の展
てん

覧
らん

会
かい

に主
しゅ

任
にん

学
がく

芸
げい

員
いん

として携
たずさ

わった。今
こ

年
とし

６
月
がつ

に同
どう

美
び

術
じゅつ

館
かん

を退
たい

職
しょく

し、現
げん

在
ざい

は個
こ

人
じん

で活
かつ

動
どう

する。
　今

こん

回
かい

の訪
ほう

伯
はく

で、パラナ州
しゅう

ロンドリーナ市
し

に住
す

む
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